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21（21）
　10月16日、サンラードルの向こうの風車のあたりにレザルミナがあらわれた。そこでパリ
の人たちは、指揮者もないままに、町を出て、ただ投槍とフランドルの槍をもっているだけ、
武装しているなんていえない、ほとんど裸同然で、やつらに向かっていった。他方の側は甲
冑をしっかり着込んで、土手道でパリ方に襲いかかり、あっというまに60人から80人を殺し、
着ているものを下穿きにいたるまで、ぜんぶはぎとった。もしも道があれほど狭くなかった
ら、夜のとばりが降りなかったら、もっと多数が殺されていただろう、なにしろパリ方は多
数が手傷を負ったのだったから。ものごとはなるようになる。
［注釈］「投槍とフランドルの槍をもっている」detrait　et　depicques　deflandres
　「ドゥトウレ・エ・ドゥピック・ドゥフランドゥル」と「ドゥ」の音がうるさい。これは
ついでだが、deのカタカナ書きは、原則、「ドゥ」とするが、地の文で現在の地名などの場
合とか、ヴィヨン学者の所説を紹介する場合とかには、慣用書きで「ド」とします。これは
ほかのカタカナ表記についても同じです。地の文で、平然と「ヴァレ」とか「ブルグーン」
とか書くがごとし。
　閑話休題。「投槍」としたのは「トゥレ」traitだが、さてさて、それでいいか。なんでも
飛ぶ武器を「トゥレ」というという。弓矢、投槍投石帯、なんでもいいらしい。「ピック・
ドゥ・フランドゥル」だが、「ピック」picqueは、なにしろ長いのは6メートルもあろうかと
いうほどの長槍だという。平たく尖った鉄製の穂先を槍先につける。フランドルの町衆が開
発した武器で、フランス人騎士隊をさんざんなやませた。フラマン語で「ホデンダール」あ
るいは「ホデンダルト」といっていたとラキュルヌ・ド・サントパレは書いているが、どう
もこれは眉唾物で、フラマン語では、というよりも、でも、「ピケ」pikeだったらしく、こ
れはpiquierの項でリトレがそう指摘している。
　「土手道でパリ方に襲いかかり」sur　lachaussee
　「スー・ラ・ショッセ」と書いている。「ラ・ショッセの上で」ということで、さて、どこ
か。敵はサンラードルの方からやってきて、パリ方は、さて、どの門から出たか。モンマー
トゥル門から出たと仮定しよう。レアルからモンマルトル通りを北にいくと、グラン・ブー
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ルヴァールを越えて、道は「フォーブール・モンマルトル通り」につながる。「郊外のモン
マルトル通り」です。大通りから300メートルもいくと、「プロヴァンス通り」というのと交
叉する。さてさて、そこで「トゥルシェとオヨーの絵図」を見ていただくと、モンマートゥ
ル門を出て、そのまま北に向かう野の道は水路に沿っている。どうやらこの水路は城壁の周
囲の濠とつながっているらしい。しばらくいくと橋を渡る。東西に川が流れていて、だから
この川と城壁の周囲の濠とが、野の道のわきの水路でつながっているということらしい。
　この川は「メニルモンタン川」といって、いまは埋め立てられて「プロヴァンス通り」に
変貌している。そういうことです。わたしがいうのは、「土手道」といっているのは、モン
マートゥル門を出たすぐの道とか、「メニルモンタン川」の川縁の道をいっているのではな
いか。なんとねえ、「プロヴァンス通り」は、西寄りのところで「ラ・ショッセ・ダンタン」
通りに交叉する。「ラ・ショッセ」って、これは「土手道」の意味なのですよ。いいえ、な
にも「土手道」と限定することはない。造成した道のことを「ラ・ショッセ」というのです。
「ダンタン」は、いまはd’Antinと書いているが、これはdantanがもとで、　de　antan「去年の」
がもともとの意味。後代、antanに「往時の」という意味がつけくわわった事情については、
どうぞ、『遺言の歌』の「むかしの女たちのバラッド」の注釈をごらんください。
　「下穿きにいたるまで」
　下穿きは「プレ」braye。ジャーン・ダールがどんな服装をしていたかを実証的に調べた
研究があって、そこに拾われている「プレ」の実例に、なんとねえ、いまのトランクス型の
もある。まあ、大方はブリーフ型らしかったけれども。男のトランクスまで剥ぎ取るという
のは人間として許せないと、権兵衛は1418年の記事でいきどおっている。
　「ものごとはなるようになる」　ainsi　advint
　フォリオ16裏の最後の行の最後の2語で、「アンシ・アヴィン」ainsi　advintと、なぜか、
唐突に切れている。そういう印象を与える。そうして続く紙葉、後代のだれかがページ付を
した、そのページ付で「フォリオ17表」が「アドゥン」adongではじまる。これは時間をあ
らわす副詞で、まあ、近代語の「アロー」に対応する。その時、ということで、どの時か。
いいえ、だからこれは次の23項の記事を読まなければ、なんのことだか分からないのだが、
なにしろブルグーン侯の消息が知れない。それがけっきょく10月23日にパリに帰ってきた。
そういう流れの文章です。そうすると、22項が10月16日の土手道の惨劇の記事だから、この
一週間のあいだになにか出来事が起こって、それを権兵衛はちゃんと書きとめていた。それ
が、それを書いた紙葉がなくなってしまった。権兵衛の原稿がなくなったのか、それはマシ
オはちゃんと写本に書いていたのだが、それがなくなってしまったのか、そこのところは分
からないが。テユテイはそう考えた。
　まずいことに、テユテイより前のだれかが、マシオの写本のここのところの紙葉の右下の
余白に、だから問題の「アンシ・アヴィン」と書いてある、そのちょうど下のところに、「デ
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スント・フーエ」desunt　fueillezと書きつけた。16世紀後半のオルトグラフで、だからもし
かしたら王家貨幣方クロード・フォーシェの筆跡かもしれないのだが、これはラテン語とフ
ランス語の入り交じった文章で、「紙葉（複数）が欠けている」という意味合いです。そう
いうことですと、テユテイはこの注記者を味方に引き入れる。おそらく、と、テユテイはあ
くまで慎重に、この失われた数葉には、「ビセートル城の襲撃」の話が書いてあったにちが
いない。なにしろこの事件は「エッセンシァルマン・パリジアン」だったのだからと、なん
ともテユテイさんは第三共和制のフランス人でした。その事件が「数葉にわたって」書かれ
ていたなんて、わたしにはとうてい信じられない。これはテユテイさんの、テユテイさんを
はじめ第三共和制期のフランス人の願望でしょうねえ。
　「デスント・フーエ」と書きつけた16世紀のフランス人は、かな、と思って書いたにちが
いない。それほど根拠のある話ではない。だいいち、「アドゥン」はそのまま22項を受けて
いると読んでなにか問題があるのですか。「土手道の惨劇」があった「そのころ」と、筆は
なめらかにわたる。「アンシ・アヴィン」が唐突に終わっているとテユテイさんたちは見て
いるようだが、どうしてかな。トブラー一ロンマッチ御両所は、「アヴィン」の原形の「ア
ヴゥニー」avenirの項に、ヴィルアルドゥエンの『コンスタンチノールの征服』から拾って
いて、les　aventures　avienent　ensi　con　dieuplaistというのだが、これが示唆的です。問題の
ainsi・advintは、非人称構文でavint　ensi　con　dieu　plaistのcon　dieu　plaistの省略と読むことが
できるのではないか。省略ではなく、その数語が欠落したと見てもよい。いいえ、というよ
りもこれは定’型文で、「神の御意のまま、そのことは起こる」ということで、「土手道の惨劇」
についての、これは権兵衛のコメントなのですよ。
22（22）
　そのころ、パリの人たちはとてもいぶかしく思っていた。なにしろブルグーン侯の消息が
知れなかったのだ。死んだのではないかとまで思っていた。かれはイギリス人たちと交渉を
しにイギリスに行き、それでも大急ぎでパリに帰ってきたのだ。この年、10月23日に、かれ
はパリに入った。かれはじつに7千から8千のイギリス勢を、配下の軍勢にくわえて、引き
連れてきた。そうしてその月の25日、イギリス勢は風車に襲撃をかけ、さかんに矢を射かけ
て、レザルミナとその馬どもを大量に殺した。
［注釈］21項と22項は、まあ、このように分けて項を立ててもいいでしょう。感じとしては
権兵衛が一気に書いた文章と読めるが、ここはテユテイの顔を立てておきました。
　「かれはイギリス人たちと交渉をしにイギリスへ行き」
　ブルグーン侯おそれしらずのジャンはイギリスへなど行っていなかった。いいえ、むしろ
この場合の「イギリス」angleterreは「イギリス領」と読めばいいのですよ。イギリスはな
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にも島のイギリスだけではなかった。ランカスター家との外交折衝は、それぞれに使節団を
編成して、カレーのイギリス領とその周辺、アルテ（アルトワ）の町々で行われている。通
商協議はこの年の6月にそれまでの通商協定の延長が合意され、9月に入って、ヘンリー4
世は、カレーにいた代表使節団に、プリンス・オブ・ウェールズ、つまりランカスター家の
家督相続予定者であるヘンリーと、だれとは特定せず、おそれしらずのジャンの娘のひとり
との結婚交渉をはじめるように指示している。この協議が続いている間に、アランデル伯の
率いるイギリス勢の一隊がカレーに上陸して、10月3日、おそれしらずはアラスで、この部
隊を閲兵している。これはヘンリー4世妃ジャーン・ドゥ・ナヴァールと、その義理の息子
にあたるプリンス・オブ・ウェールズ（ヘンリーは父親の先妻の息子）の差し金によるもの
ではなかったかと、リチャード・ヴォーンは推理している。おそれしらずは、このアランデ
ル伯の軍勢とともに、10月23日、パリに入っている。
　「風車に襲撃をかけ」escarmouche　aumoulin　auvent
　ドンキホーテではあるまいし、風車めがけて突撃したわけではない。前項に「サンラード
ルの向こうの風車のあたりにレザルミナがあらわれた」と書いている。だから「風車のあた
りのレザルミナに」です。なお、「風車」を、ここではマシオはmoulin　au　ventと書いている。
テユテイはそれをしっかりmoulin　a　ventと「直して」いる。19世紀のフランス人はそういっ
ていた。権兵衛やマシオが「ムーリ・ノ・ヴェン」といおうがどうしようが、これは「ムー
ラ・ナ・ヴァン」だときめつける。そういうところに、校訂についての第三共和制期のアル
シヴィストーパレオグラフの常識が見える。ちなみに「アルシヴィストーパレオグラフ」と
は、「エコール・デ・シャルト（古文書学校）」の卒業生ということで、「古文書学者」とい
うほどの意味合いです。
　ところが、このau　ventとaventの対立については、もっとおもしろい話があって、「ヴィ
ヨン遺言詩」の『形見分けの歌』の第2節、
そこでだ、上述の時にと、こういくか、
ころは降誕祭（ノエル）に臨み、枯れ季節、
狼は風を食らって生命をつなぎ、
人は家に閉じこもって霜を避ける、
の3行目、これをわたしはque　les　loups　se　vivent　du　ventと校訂した。この一行の行末のdu
ventだが、『形見分けの歌』には写本が4本と「ルヴェ本」と呼ばれる1489年に出版された
印刷本とがある。4本の写本のうち、コワラン写本とフォーシェ写本がdu　ventと書き、ア
ルスナール写本とべ一写本、それにルヴェ本がde　ventと書いている。写本でいえば2対2
だし、du　ventの方は、なにしろ不特定量を示す冠詞duがついているのだから現実味がある。
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なにしろ量が指示されているのだからというリシュネルーアンリ御両所（わたしのに先立っ
て「ヴィヨン遺言詩」の校注本を出版した御両所）に対して異を立てる理由もみつからない
まま、右へ倣えをしてしまったが、権兵衛の日記をていねいに読むと、こういうケースが出
てくる。なんと、コワラン写本とフォーシェ写本の肩を持っているではないですか。ちなみ
にauはale、duはde　leの短縮形です。
23（23）
　この年、続く11月の8日、十人組がそれぞれ、組員の資力にあわせてそれなりに、刺し子
の武者衣を着込み、甲冑をつけて、その日、閲兵式をやった。じつに千6百人から千7百人
の偉丈夫が集合したのだ。この日、夜の10時ごろ、ブルグーン侯がパリを発った。くだんの
軍勢とイギリス勢を率いていて、夜中かかってサンクルーまで行った。サンジャック門から
出発して、サンクルー橋についたときには、夜も白々明けだった。ついたその足でかれは橋
と町を襲わせた。町には手強いアルミナ勢がなにしろ大勢いて、必死になって守ったが、む
だだった。あっというまに負けてしまい、敵の刃にかかって、じつに6百人が殺されたのだ。
敵に橋を売り渡した悪逆の裏切り者は、サンクルーの教会の鐘楼の天辺で、司祭の恰好をし
ているのを捕まえられた。そうしてパリに連行されて、牢につながれた。ブルグーン侯は跳
ね橋に火をかけさせた。それに驚いて、急いで塔に逃げ込もうとしたはずみで、じつに3百
人が溺れ死んだ。人の話ではこの襲撃は、このところながらく見たことのないほどのもの
だったそうで、なにしろレザルミナの主力中の主力の一部分が塔にいたわけで、そんなやす
やすと落とすなんて、むずかしかったのだから。サンドゥニのレザルミナも全員やってきて
いたが、川の対岸にいたものだから、おたがい、弓を射るのをじゃましあうだけのことだっ
た。一段落して、ブルグーン侯は兵を退かせて、今度はサンドゥニのレザルミナを攻めに行
こうということで、パリに帰った。翌日、代官とアングェランとパリ方の軍勢がサンドゥニ
に出かけたが、そこにはレザルミノーはもぬけのからだった。前夜のうちに全員逃げ出した
のだ。やつらはサンドゥニの町中で川に架けた木の橋を渡って逃げたのだ。
［注釈］「刺し子の武者衣」
　「ジャック」jacquezの訳語だが、もちろん戯訳に近い。ありようは詰め物をした上着だが、
だから「キルティング」とやってもよいのだが、イメージとしては江戸時代の「め組」の定
服の「刺し子」に近い。なお「ジャック」はゲルマン語からの借用で、ドイツ語にはいまも
「ヤッケ」の音で残っている。だから、もしかしたら、時代のフォノグラフィーは「ヤッケ」
だったかもしれない。
　「閲兵式をやった」
　monstreが原語で、ここのコンテクストでは、みんなそろって定服をつけて集まる集会を
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意味する。monstrerが動詞形で、形に出して示す、見せるという意味合いだ。「ジャック」
のばあいのように、まずフォノグラフィーをカタカナ表記で示さなかったのはわけがあって、
じつはこの語はmostreが標準で、動詞形のmonstrerもそうです。　mostrerで、どちらのオ
ルトグラフ（つづり）でも、「ムストゥル」「ムストゥレ」と発音する。近代語の「モントゥ
ル」「モントゥレ」です。ただ、15世紀にもなると、中世語のオルトグラフとフォノグラフィー
は崩れてくる。それはたしかで、「ムンストゥル」「ムンストゥレ」と変わっていたかもしれ
ない。それが、この記事にも出てくる「ブルグーン」はbougongneと書いて、そう発音した。
それはたしかで、prendreの変化形は過去分詞はpris，　prins、単純過去の一人称はpris，　prins、
三人称はprist，　prinstのふたつの形をとる。発音はどれも「プリ」です。「プリンス」とはい
わない。mostre，　monstreも、まあ、「ムストゥル」だったでしょう。
　「ブルグーン侯は跳ね橋に火をかけさせた」
　「ドゥダン・ルポン・ルヴィ」dedens　lepont　leveysと書いているから、たぶんサンクルー
のセーン川にかかる橋のたもとの砦（「ラ・トゥー」塔といっている）の「跳ね橋」のこと
だろう。木造の橋の「ド、ウダン」中に火をかけるというイマジナリーは、じっさい、わたし
たちの想像力をあやしく刺激する。
　「川の対岸にいたものだから」
　この「川」はセーン川のことをいっているのだろう。サンクルーの町はセーンの左岸に位
置していた。セーンはパリの町中を貫流したのち、いったん南西の方向に流れ、ブールーン
（ブーローニュ）の森の南を巻いて北上する。その左岸にサンクルーの町がある。セーンは
それからいったん北東に向かい、サンドゥニの西をかすめて西に方向を転じる。だから、サ
ンドニからやってきたレザルミナの軍勢は、セーンの右岸を、ブールーンの森をぬけてやっ
てきたと見ていいわけで、ブールーンの森を抜けて、セーンの対岸をのぞめば、そこがサン
クルーです。
　「やつらはサンドゥニの町中で川に架けた木の橋を渡って逃げた」
　サンドゥニの町は、9世紀末ごろの城壁でかこまれた区域を中心としていた。その城壁ま
で、西のセーンからは1キロ半ほどあった。だからここでいう「川」はセーンではない。東
から流れてきてサンドゥニの町に入る「クルー」croultと呼ばれる川があった。南北の二筋
に分かれて町を貫流し、町の北でふたたび一筋の流れになって、大きく蛇行しながら、サン
ドゥニの町の西でセーン本流に合流する。いまはない。土手道が道路になり、川は埋め立て
られてしまっている。ここでいう「川」は、その「クルー」をいっている。とうぜん、北へ
逃げたのだから、クルーがサンドゥニの町に入って二筋に分かれる。その北側の川に仮橋を
架けて逃げたということなのだろう。どうして、そんな細かな話まで書いているのか、そこ
がおもしろい。
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24（24）
　わが方の軍勢がサンドゥニに出かけたその日は冬のサンマルタンの宵宮で、この日、パリ
のノートルダムで裁きの集会が開かれ、会衆の面前で、レザルミナの徒輩、これを助ける者、
励ます者が全員呪誼を浴びせかけられ、破門された。この邪悪な徒党に与する領主たちが名
指された。すわちベリー侯、ブルボン侯、アランソン伯、よこしまなアルマナック伯、王軍
長、以前話題になったモンタグの兄弟のサンス大司教、パリ代官の代理ロベール・ドゥ・
トゥーレレ、オーグスタン僧のフレール・ジャック・ルグラン、これはなかでも最悪の助言
者だった。破門は法王の名において宣告され、司祭によってはもちろん、さらに高位の僧で
あっても、はたまた法王でさえも、これを解くことを得ず、死の瞬間においてさえも解かれ
ることがないと。このような裁きの集会、邪悪な徒党に対する破門の宣告は、パリではすで
に2度、3度、前例のあったことだった。
［注釈］「冬のサンマルタン」sainct　mtin　dyver
　どうして「冬の」というのか、いまのところ不明。調べましょう。
　「裁きの集会」「プロセッシオン・ジェネラール」
　「プロセッシオン」はふつう「行列」だが、ブレーズなどを見ても、ラテン語のprocessioは、
cortege「行列」は二義的で、儀式が終わって信者が教会から外に出ること、また、　synaxeす
なわちr6union・des・fid61es信者の集会の方が主意です。権兵衛は「行列」の意味でもよく使
うが、このばあいの権兵衛は教会の言葉づかいに忠実だ。
　「王軍長」
　「コネタール」connestableをわたしはこう訳す。ラテン語のcomes　stabuli「厩のコーメ
ス」からで、職の内容は時代によってちがう。中世もさがってくると、王侯家の家職として、
軍職の最高位にこれをあてる。だから「王軍の長」です。むかし、渡辺一夫先生はこれに
「筆頭元帥」の訳語をあてた。コネタールより一段下位の軍職に「マレシアル」というのが
いた。これも、もともと厩がらみの家職で、こちらはゲルマン語の「マルスカルク」
marhskalkに出た。これを渡辺先生は「元帥」と訳した。これは複数いた。その筆の勢いで、
コネタールを「筆頭」となさったわけです。
　「死の瞬間においてさえも」
　「アン・ナルティクル・ドゥ・モー」en　articlede　mort
　近代語の用法ではa　1’article　de　mortこのばあいのarticleは、トブラー一ロンマッチ御両所
の解によれば、Zeitpunkt「時点」です。
25（25）
　この年、11月の12日、木曜日、悪逆の裏切り者クーリン・ドゥピゼほか、これを7人目に、
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レアルに連れていかれた。ほかの連中と同様、荷車の上に渡した板に高々と座らされ、枝を
組んで作った十字架を手にもたされ、つかまったときと同じ、司祭の服を着て、そんな恰好
で処刑台に据えられて、上半身、裸に剥かれ、首を斬られた。かれが6人目で、7人目は吊
された。これはよこしまな徒党の者ではなかったからだ。そうしてこのクーリン、悪逆の裏
切り者は、四肢を切断され、そのひとつひとつがパリの主門のそれぞれに吊された。胴体は
袋に入れてジベに吊され、頭部はそれぞれ6本の槍に突き刺され、レアルに晒された。なに
しろ悪逆の裏切り者ということで、これはたしかなことだと人がいうには、このクーリンは、
悪逆非道の裏切りで、フランス流通のリオンで2千以上もの損害を出したというのだ。いっ
しょにいながら、あるいは殺し、あるいは捕まえて身代金を要求し、あるいは、どこか知ら
んが、連れていってしまったまっとうな町の人たちのことは考えにいれないとしてもだ。連
れて行かれた人たちの消息は聞かれない。処刑はこのあとも続いた。
［注釈］「クーリン・ドゥピゼほか、これを7人目に」
　クーリン・ドゥピゼの名は19項にすでに出ていたが、これはニクラ・ドゥ・ベイの執務日
誌を見ても、サンクルー橋の「守備隊を預かっていた」としか書いていない。アルマナック
の一隊長ということで、記録はかれに対して無情である。ここでご紹介したいのは「これを
7人目に」のいいまわしで、クーリンが主語で、lui　vijと書く。「ほかの6人といっしょに」
でもいいのだが、「7」の数字が出ない。苦労するところです。
　「荷車の上に渡した板」
　権兵衛はただsur　ung　aizと書いているだけです。「エ」aizは、ボーン女史なんかは「プラ
ンシュ」板と注をつけているだけだが、そんなんでいいのでしょうか。なお、11項をごらん
ください。そこではmis　en　une　charrecteと書いているだけで、しょうがないから「荷車の
上に高々と座らされ」と訳しました。ついでに、「シャレット」charrecteについても、どう
ぞ11項でご確認ください。
　「枝で組んで作った十字架」
　権兵衛はこんなまわりくどいいいかたはしていない。「ウンヌ・クルェ・ドゥフ」une　croix
defUstと書いているだけ。「フ」fUstが問題で、これは木の幹をいう。まあ、ですから、枝木
ですねえ。
　「かれが6人目で、7人目は吊された」
　これもalui　vi　et　le両とたいへん分かりやすい。
　「これはよこしまな徒党の者ではなかったからだ」
　権兵衛がコメントをくわえている。なにしろかれはコメント好きなのです。
　「パリの主門」des　maistres　portesdeparis
　ちなみにテユテイもきちんとこう校訂している。それがボーン女史はdes　maitresses
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portes　de　Parisと、大先達をたしなめている。「門」porteは女性名詞だ。だからmaitreでは
なくて、maitresseだといいたいのだ。なるほど門は女ですか。なんとも不勉強なことで、目
を覆いたくなる。maistreは、このコンテクストでは、形容詞で、　libreなどと同様、男女同
形です。
　閑話休題。わたしがおもしろがっているのは、maistres　portesといういいまわしで、「主な
諸門」です。クーリンの手足の一本ずつを吊すのだから、門は4つです。パリの「主門」4
っをいういいかたを、わたしはまだここ以外で見つけていない。南のサンジャック、東のサ
ンタンテーン、西のサントノレはいいけれど、北はサンドゥニですか？　サンマルタンです
か？それは、まあ、サンドゥニ門でしょうが、サンドゥニ門は、一時期「パリ門」と呼ば
れた門で、だからこれは別格扱いで、サンマルタン門を指していることはじゅうぶん考えら
れる。
　「フランス流通のリオンで2千以上もの損害を出したというのだ」丘st　domaige　deplus　de　ij
（a　r6p．　dL，　m）lyons　en　france
　こういういいまわしは、なんともお手上げだ。「リオン」はライオン図案の金貨のことで、
これはずっとあとで、1453年、ブルグーン侯おひとよしのフィリップがリールで製造させて
発行した金貨が有名です。どうぞ『ブルゴーニュ家』の「おひとよしはネーデルラントの君
主」をごらんになってください。これはもともとフランドル伯のルイ・ドゥ・マールが発行
した「リオン・ドール」をモデルにして発行したものだった。だから、1411年のこの時点で、
「リオン・ドール」といえば、それはルイ・ドゥ・マールの発行した金貨のことです。そう
読めばよい。なにもボーン女史のように、これは古い金貨で、もう流通していなかったと、
なにいってんだか、見当だけでモノをいって、純真な読者をだますことはない。だからこそ、
en　franceと、権兵衛は断っている。
　もっとも、このen丘ance、どうもよく分からない。一応、「フランスで流通しているフラ
ンドルの金貨」と意味をとったが、「リオン金貨に換算すれば、その2千枚にあたる損害を
フランスに与えた」と読めないこともない。だけど、そんな分析的な書き方をしますかねえ。
なお、このコンテクストで、「フランス」は、「フランス王国」ではない。そうならば、権兵
衛はそうちゃんと書きます。権兵衛の住んでいるパリとその周辺です。後代「イール・ド・
フランス」と呼ばれるようになる地方の名前です。権兵衛も時々そう書いている。
　「リオン金貨」の実勢価値は不明。おひとよしが発行したのは品位23金、重量4．25グラム。
まあ、似たようなものだったはずで、4グラムとして8キロの金塊ですか。
26（26）
　この間、グウェン殿とブルグーン殿は、かの徒党に与するエタンプに出かけた。そうして、
坑道を掘ったり、襲撃をかけたりして、何日ものあいだ、包囲したので、ついに町は王に帰
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順した。ブーダンという名の隊長が捕らえられ、フランドルへ送られて牢につながれたが、
後にこれは釈放された。また、もうひとり、かの徒党の騎士が捕らえられて、これは名をマ
ンサー・ドゥブェといい、めったに見られないほどの立派な騎士だったが、パリのレアルで
首を斬られた。それが、首を斬られたその直後、肩を当てていた首台をたいそう強く押した
ので、もうすこしで首台が倒れそうになり、首斬り役人はたいそう驚いて、そのせいか、な
にしろかれは、その後すぐ、6日後に死んだのだ。メートル・グフレというのがその名で、
その後、かれの助手だったカプルシュというのが首斬り役人になった。
［注釈］「グウェン殿」mons　deguiene
　近代語のオルトグラフは、de　Guienneで、まあ、「ギエンヌ」でしょうか。「ギュイエンヌ」
と読みたがる人が多いけれど。アクィテーン（アキテーヌ）のなまりです。だからこのとき
はランカスター家領だが、対抗上、ヴァレ家は家督相続予定者、いわゆる「王太子」の親王
領ということにしていた。このときの「王太子」は、シャルル6世とイザボー・ドゥ・バ
ヴェールの長男ルイです。1397年の生まれ。だからまだ14歳ですか。
　「ブーダンという名の隊長」lecappitaine　nome　bourden
　テユテイはbourdonと校訂しているが、それはひがめか。どちらにしても権兵衛のオルト
グラフで、ボーン女史はLouis　de　Bosredon，　le　s6n6chal　de　Berryと注言己して、権兵衛の鼻を
あかしたつもりになっている。テユテイはここにはなにも注記していないが、1414年のテユ
テイの編集で87項と、1417年の、同じく161項に「ブーダン」はまた登場して、そこではめ
でたくファーストネームも書かれていて、前者にはlouys、後者にはloysと見える。そうい
うところがおもしろい。わたしがいうのは、10ysと書かれていても、フォノグラフィーは
「ルイ」らしい。それが、「ブーダン」も同じことで、それはまあだから「ブードン」でもい
いのだが、わたしがいうのはbosredonも、権兵衛のフォノグラフィーでは「ブーダン」だか
「ブードン」だかなのだ。
　権兵衛のオルトグラフでbourdenのフォノグラフィーは、「ブーダン」だか「ブードン」
だかで、それは一r一の字と音がらみのほかのケースから十分想像できることなのだ。それが
「史料」にboresdonと出るからといって、権兵衛やマシオを「批判」して見せたって、なん
のこともない。それに「ブーダン」だか「ブードン」だかをboresdonと書かなかった。書い
たらば、それは「ボレドン」だという保証はなにもない。このオルトグラフだと、むしろ
「ボレスドゥン」でしょう。ことほど左様に、中世の秋のオルトグラフとフォノグラフィー
の関係は複雑怪奇だったのです。
　だいたいが、その「ルイ・ド・ブードン」がはたして何者かだが、テユテイは、どこにも、
なにも注記していない。だいたいが、後になって出てくるときでも、権兵衛は「エタンプに
たいそう迷惑をかけた」とか、その報いで捕まって、かわいそうに、セーンで搦死刑に処さ
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れたとか、そんな情報しか伝えてくれないのだ。権兵衛にもどうやら分かっていなかったら
しい。だからボーン女史の情報が光り輝くわけだが、さてさて、「ベリーのセネシアル」ねえ。
女史はたぶん「王の代官」めことを想っているのだろうが、ベリー領はまだベリー侯の領地
です。「王の代官」なんていない。ベリー家の家職をいうのだったら、le　s6n6chal　du　duc　de
Berryとかなんとか、そういう書き方をしなければダメです。
　「フランドルへ送られて牢につながれた」
　フランドルへ送られた？　ほんとかよといいたくなるが、それはよい。おもしろいのは
「牢につながれた」で、マシオはfut　mene　en　pnson　en　flandresと書いている。　pnsonとは、
なんともひどい略し方で、prinsonの略記です。まあ、それもいい。おもしろいのは、近代語
で「プリズン」prisonをこう書いていて、じつはフォノグラフィーは近代語と同じで「プリ
ズン」か、あるいは「プリスン」です。わたしは、どちらかというと後者の方があたってい
ると思っているが。どちらにしても、どう見てもnの字が余計ではないですか。その余計な
nの字は活かして、pnsonと略記する。だから、　nの字は音は出ないけれど、ちゃんと書くの
だとマシオの頭の中にあることが分かる。prendreの過去分詞のprinsも同じことですよ。
フォノグラフィーは「プリ」です。「ブルグーン」もそうです。bourgongneと書くけれども、
「ブールグン」とは発音しない。いいえ、近代の常識では「ブルゴンヌ」となるでしょうねえ。
権兵衛たちは、その流儀だったら「ブルゴヌ」と発音するでしょう。それが語末の一gne，－ne
は、権兵衛たちは「ヌ」としっかり音に出すことはなかった。ちなみにわたしが「ブルグー
ン」と書くのは、－gongneの一gneが鼻にかかって「一ン」の音を作るだろうと想像している
からで、－go一の字が「グ」の音を作る。で、－gne一の字が「一ン」を作る。そういうことで
す。ここでもnがひとつ余っている。
　「また、もうひとり、かの徒党の騎士が捕らえられて」puis　refut　pns　ung　aut　chevalier
　直訳すれば「続いてもうひとりの騎士がレートゥル・プリされた」。この「レートゥル・
プリ」restre　prinsの変化形refUt　prinsが問題で、　restreはre－estreで、これはあまり使われ
ない。クレダによれば、この語はd’un　autre　c6t6，　aussi，　semblablement，　a　son　tourといった意
味合いを含むという。権兵衛はpuis「続いて」とか、　ung　aut「もうひとりほかの」と、てい
ねいにrestreを補っていることになる。
　「首斬り役人はたいそう驚いて、そのせいか、なにしろかれは、その後すぐ、6日後に死
んだ」lebourreau　ot　telle　freour　car　il　en　mouru　tantost　aps　six　jours
　直訳すれば「首斬り役人はたいそう驚いた、だからかれは、enそのことで6日後すぐに死
んだのだ」。なにか権兵衛の判断にはついていけない気がして、弱気になって、「そのせいか」
などと、あいまいに訳してしまいました。
　「その後、かれの助手だったカプルシュというのが首斬り役人になった」
　カプルシュは、その後、1418年のブルグーン家復権（あの、1413年に、おそれしらずは一
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時、失脚するのです）の騒ぎに大活躍する。首斬り役人とか、それに類する小役人の後継人
事を、全部メモしているわけではあるまいに、なんでまたここに「カプルシュ」の名が出て
くるのか。権兵衛の日記は予兆に満ちている。
27（27）
　この年、王軍長にサンポール伯がなった。メッシー・ガレランという名だ。アランソン伯
の領地に出掛けた。そこにメッシー・アンテーン・ドゥ・クラーンがいて、アランソン伯と
一戦交えるはずだったが、これがあえて来ようとしなかった。そこで王軍長は引き揚げた。
それが、もどりかけて、ゴークー領主をやっつけようと考えた。ゴークーはじつに1千騎を
従えていたが、神の思し召しめでたく、ゴークーとその配下は打ち負かされて恥にまみれ、
じつに6百が殺され、百が水に溺れた。大物50騎が捕虜になった。それがゴークーは駿馬を
御して逃亡したのだ。このころ方々で合戦があったが、だれもなにもうわさしなかった。な
にしろまっすぐなことなんか、だれもしていなかったのだ。王をとりまく裏切り者どものせ
いだ。
［注釈］「サンポール伯」「アンテーン・ドゥ・クラーン」「ゴークー領主」
　「サンポール伯」は20項にデビューしている。権兵衛はそこでは名前までは書いていなかっ
た。ここで「ガレラン」gallerenという名前だと書いている。20項の注釈で、「ヴァレラン・
ドゥ・ルクセンブー」が本名だと紹介した。「ヴァレラン」waleranを「ガレラン」galleren
と書くのは、中世の秋ではそれほど奇異なことではなかった。「ガレラン」の読みだってあ
やしいもので、「ジャレラン」だったかもしれないのだ。そのあたりの事情は「ヴィヨン遺
言詩注釈」の各所でご紹介していますので、そちらをどうぞ。
　ここでの留意点は、サンポール伯がブルグーシ侯の与力で、「アンテーン・ドゥ・クラー
ン」は「パンテ・ドゥ・フランス」、まあ、訳せぱ「王家パン係長」だった王家役人で、こ
れまたブルグーン家の与党で、これがアランソン伯ジャンに「ジュート」を挑戦していて、
一対一の騎馬槍試合だが、これの片を付けようと、ノルマンディーの南のアランソン家の家
領の都邑アランソンとドンフロンを攻めると称して手勢を率いて出掛けた。王軍長がそれを
支援に兵を出したという話で、どうも釈然としないが、ともかく話はそうなっていて、それ
がパン係長は来なかったらしい。
　せっかく応援に来たのにと、王軍長は兵を引きかけたが、そこに「ゴークー領主」という
のが、ノルマンディーとブルターンの境のあたりで動いているという情報が入った。そこで
そちらに矛先を向けることを思いっいた。「ゴークー領主」というのは、ベリーの領主の一
族で、ラウー・ドゥ・ゴークーraoul　de　gaucourt、一族で6番目に「ラウー」を名乗ったと
いうので「ラウー6世」と呼ばれる。アルマナックで、1418年以降は、ベリーのブールジュ
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に拠点を据えた「王太子」シャルルに従い、1429年のオルレアンの戦いで大活躍。「王太子」
の政権が安定した1430年代以降、王家高官としての履歴を重ね、晩年、1453年、「王家大番
頭」職についている。
　閑話休題。そういうわけで、これは「アルミノー勢」で、「ブルグノン」の王軍長は、こ
れをサンレミ・ドゥ・プランで捕捉して、堂々の合戦に葬った。そこはどこかというと、ノ
ルマンディーからブルターンに入って、レンヌの北北東30キロ。ドンフロンから西南西に70
キロといったところでしょうか。まあ、こんなふうに、諸処方々で合戦があった。なにしろ
「アルミノー」と「ブルグノン」の対立がきびしかったし、裏切り者が横行していたからだと、
権兵衛は嘆いている。
28（28）
　4百と12年、5月6日、王が戦地に赴いた。供の者は長子グウェン侯、ブルグーン侯、そ
の他大勢、オーセールに直行した。そこに何日間かいた。それから町を発って、ブージュ市
を包囲しに行った。そこにベリー侯がいた。年寄りで、じつに80歳に近い。フランス王の叔
父で、くだんの徒党の頭目で、裏切りのリーダーだ。庶民に対して残虐で、サラセンの暴君
も顔負けだ。配下に対しても、だれに対してもそうで、だから包囲されたのだ。
［注釈］「ブージュ市」
　パリだろうが、このブージュ（ブールジュ）だろうが、わたしはおしなべて「町」と呼ん
でいるが、ここで「市」をとったのは、権兵衛が「ラシテ・ドゥブージュ」と書いているの
で。なお、「ブールジュ」を「ブージュ」の読みについては、「ヴィヨン遺言詩注釈」を参照
してください。
　「ベリー侯」
　「ベリー侯」は1340年の生まれ。72歳です。それがボーン女史は「だから78歳」と、算術
をまちがっている。公文式にお出でなさい。なにか上の空といった感じで、戦争をしていた
のは「ブルギニョン党とアルマニャック党」で「王とベリー侯」ではないと、なにやらいい
つのっている。そんなことを書く暇があったら、計算ぐらい、ちゃんとしなさい。
29（29）
　王が敵地に入ったと知らせが入るや、パリの役人たちは、異論のない決定として、一生の
間にだれも見たことのないほどに敬度な行列を催すようにと命令を下した。すなわち、その
年5月、月末の前の日、月曜日、パリのパレの役人たちに托鉢僧団の僧侶たち、そのほか大
勢が行列を組んだ。全員裸足で、数々の貴重この上ない聖遺物を奉じて、パレの本物の聖十
字架はパルルマンの役人衆が捧持して、身分は問わず、2人ずつ組んで、その数おおよそ3
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千人が、その後に付いていった、全員裸足で。
［注釈］　「パリの役人たち」
　前にもどこかで話に出したように、権兵衛の「スー・ド・パリ」ceulx　de　parisといういい
まわしは要注意で、「パリの人たち」なんてやったのではなにがなんだかわからなくなる。
コンテクス，トで読むことが肝要で、ここは「命令した」の主語です。
　「5月、月末の前の日」lepenultime　jo　de　mayのpenultimeは、ラテン語でpaenultimus，
paeneとultimusの合成語で、もともとはラテン詩の用語で、終わりから2番目のシラブル
をいう。転じて、なんであれ、終わりから2番目のものを指す。
　「パレの役人たちに托鉢僧団の僧侶たち」
　なんでまた、この2組がとりわけて引き合いにだされるのか。「パレの役人たち」につい
ては、どうぞ「ヴィヨン遺言詩注釈」の、これは『遺言の歌』162節の注釈をごらんください。
　「托鉢僧団の僧侶たち」
　これも「ヴィヨン遺言詩注釈」をぜひごらんください。
　「聖遺物」
　sainturesと書いていて、テユテイは、なにを思ったか、　sainctu［ai］resと起こしている。
それはここは権兵衛は、いいえ、ヴァチカン写本の筆生は、省略して書いていて、テユテイ
のいいたがっているとおり、sainctuairesです。だからといって、省略して書いているのは、
それこそ無数にあり、だいたいがテユテイは、それを全部フルシラブルに直している。それ
なのに、この1語についてだけ、なんでまたテユテイはこだわるのか。
　「パレの本物の聖十字架」
　わたしはいま深い困惑のうちに沈んでいる。権兵衛は「パレの役人たち」はceulx　depalais
とpalaisと書き、ここではcroix　depallayesとpallayesと書いている。テユテイは、いえ、な
に、ヴァリアントですよ、と、あっさりpalaisと合わせているが、それでよいのか。なにし
ろ「パレの聖十字架」がなんだか、わからないものだから、いまのところ、見当つけかねる。
30（30）
　この年、5月の末日、パリのいくつかの教区で、行列が行われた。教区民がそれぞれの教
区をまわったのだ。僧侶は全員、シャプかスーペリを着し、各人ロウソクを手に、聖遺物を
持って、全員裸足で、ブランシャール聖人の、マレール聖人の聖遺物厘が運ばれた。じつに
2百人の子供たちが前を行った。全員裸足で、手に手にロウソクを持って。教区民のうち、
資力あるものは松明を手にしていた。全員、女も男も、裸足で。
［注釈］　「僧侶は全員」tous　les　pbies
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「パリの住人の日記」校注（2）
　ヴァチカンの筆生はles　pbiesと書いている。まあ、そのようにわたしは読むということで、
じつのところbはいいが、iesの読みはいささか自信がない。それでもテユテイよりは信用し
ていただいて結構で、なにしろテユテイはles　prestresと、ここのところを校訂していて、
これは当て読みである。les　pbiesは、権兵衛はどう書いたのだろう。トブラー一ロンマッチ
御両所はpresbiterienの項を立てていて、フレサール（フロワサール）に出ていると指摘し
ている。ヴァチカンのはこれをこう書いたか。それとも、この中世ラテン語形のpresbyter
（これはブレーズの辞典に出ている）と書いたのを、ヴァチカンのがこう略したか。その場
合は、iesの読みが問われることになる。
　「シヤプ」chappe
　chapeのオルトグラフが標準で、平俗ラテン語のcapaから。リトレは古典ラテン語の
capereからだろうと推理している。頭を包むケープのように、全身を覆うほどに長大なガウ
ンである。中世フランス王家の「カペー」家の名前の由来がこれに関係する。
　「スーペリ」sourpeliz
　トブラー一ロンマッチにsorpelizのオルトグラフで出る。近代語ではsurplisで、これで
は語の由来が見えない。なぜだかブレーズは拾っていないが、ニールマイヤーを見ると、
superpelliciumで項が立てられている。教会用語としてよく使われたから、小林珍雄の『キリ
スト教用語辞典』にも出ているが、オルトグラフはすこし変わっていて、superpelliceumで、
これは古典ラテン語からして両用のオルトグラフがあった。「革製の」衣料の「上に」着る
ガウンの意味です。リトレを見ると、13世紀の「狐ルナール」の用語になっていた。　まあ、
そういう次第で、「シャプ」と「スーペリ」については、1es　pbiesについてのような疑問は
起きないと、まずいってよいだろう。ただ、どう訳すか。これは別の問題で、わたしがいう
のは、権兵衛が教会用語としてこれを使っているのか、もっとふつうに、長いマントと短い
のといっているか。そのあたりをどう訳語に写すか。
　「ロウソク」
　これも問題で、いいえ、最初のはいいのだが、子供たちが「手に手にロウソクを持って」
の「ロウソク」は、じつはcierge　ou　chandelleと書いている。いま気がついたが、この前の
「各人ロウソクを手に」の「ロウソク」はsiergeと書いている。これはヴァリアントで、ど
ちらでもいい。わたしがいうのはciergeもchandelleも「ロウソク」で、どうも前者の方が
長大らしい。いまのところ、きちんとした調べはできていない。聖母の御像に奉献するロウ
ソクが、10フランのは「セルジュ」で、5フランのは「シャンデル」だといえるかどうかは、
また別筋の話です。
　「ブランシャール聖人の、マレール聖人の」sainct　blanchard　dest　magloire
　「ブランシャール聖人」は分からない。「マレール聖人」は5世紀のブルグントのドールの
司教と見当はつくが、祝日が10月24日ということで、『ミッセル』にあたったら、その日は
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「大天使ラファエル」に当てられている。現在のフランス教会公認の聖人ではないというこ
とで、いずれ両者とも、パリのどこかの教区で内々に祭られていた聖人らしく、これの探索
は至難の業だ。
31（31，32，33）
　この年、6月の初日、水曜日、火曜日のと同じかたち、同じしかたで、行列が組まれた。
続く木曜日は御聖体の祝日で、この祝日の行列が、慣例通り、催された。続く金曜日、この
年、6月の3日、とても見事な行列が組まれた。かつて見られたことのなかったほどのもの
で、なにしろ身分あるものはだれであれ、教区、僧院から人が出て、全員裸足で、聖遺物か
ロウソクを、これは前にも書いたが、手に持って、信心服を着て、庶民も4万人からが同行
して、全員裸足、それぞれが守っている節食にくわえて断食して、じつに4千本もの松明が
焚かれて、こんなふうで聖遺物を運んで、グレーヴのサンジャンまで行って、我らが主の御
聖体を受け取った。ユダヤ人たちが煮た御聖体だ。全員涙に暮れ悲嘆に溺れ信心に身を落か
せるなか、御聖体は4人の司教に引き渡され、司教たちは、これをサントジュヌヴェーヴ僧
院へ運んだ。大勢の民衆がこれに同行し、7千人を超えたと確言するものも出たほどで、そ
の僧院で、信心こめて、歌ミサを唱歌した。それから、聖遺物を、断食してそれを受け取っ
たその所へ、それぞれ返した。
［注釈］
　この項は、テユテイは、「続く木曜日」と「続く金曜日」のところで分けて、それぞれに
項を立てている。律儀なことです。「5月、月末の前の日」（29項）に行列がはじまって、6
月20日（49項）まで、連日、行列が街中を行く。テユテイは、その毎日を別の項立てにしな
ければならないと考えた。それでもよいのだが、1、2行ずつで切れて、読みにくい。それ
に、34項にふしぎな文章が見える。前の33項に、6月5日、日曜日にも行列が組まれたと書
いた権兵衛は、「続く週、毎日、次から次へと交代で」と、35項に「続く月曜、同月6月6
日」と続きを書き出す前に、まずその月曜日に始まる週のことを概観しているのです。権兵
衛はどの時点で34項を書いたのか。だいたいが、かれは毎日毎日街を行く行列のことを、毎
日毎日書いたのか。まとめ書きをしたこともあったのではないか。そんな疑惑の雲がもくも
くとわき上がる。だからいいのですよ、こちらが読みやすいように、場合によってはまとめ
書きしても。
　「グレーヴのサンジャンまで行って、我らが主の御聖体を受け取った。ユダヤ人たちが煮
た御聖体だ。」
　「グレーヴ」は、マシオはgveと略して書いていて、きちんと書けばgreveとか、　graveと
かで、砂利道の土地や河岸、浜をいう。だらだら下りにセーンに降りる地形だからそう呼ば
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れていて、市役所前広場の通称で、市役所の裏にサンジャン教会があった。そこに保管され
ていた「ル・プレシウ・コー・ノートゥルセヌー」le　precieulx　corps　noss（nostre　seigneur）
「我らが主の貴重な体」ということで、これは「ユダヤ人たちが煮た」ものだという。
　どういうことかというと、現在、その市役所、「オテル・ド・ラ・ヴィル」の東北の角の
見当で、北からリヴォリ通りに出るレ・ザルシーヴ通り、「文書館通り」という通りがある。
通称「アルシーヴ」、国立文書館の西側の通りで、その24番地に「タンプル・デ・ビレット」
と呼ばれる教会がある。ルター派の教会です。そのあたり、どうやら中世の秋には「ジャル
ダン通り」と呼ばれていたらしいが、13世紀も押し詰まったころ、「フレール・オスピタレ・
ドゥ・ラ・シャリテ・ノートル・ダーム」と自称する、なんでもシャロン・スル・マルン
（マルヌ河畔のシャロン）で結成された修道会が、カペー家のフランス王、フィリップ4世
の王政府の認可をとりつけて、そこに修道院を置いた。「聖母慈善の救護所修道会」と訳し
ますか。ここに乗り込んでくる直前に結成された団体で、なにしろ精力的で、古くからの礼
拝堂が、周囲の環境の変化についていけなくなった。そこでかれらは新しい教会堂の建築に
着手して、15世紀に入ってすぐ、1408年に献堂式をあげている。工事が完成したのは1427年
だったと、いいえ、わたしはジャック・イレーレの『パリの通りの歴史的辞典』を見ている
のだが、イレーレがデータを提供してくれる。わたしがいうのは、権兵衛の現代史だという
ことで、タンプル大通り筋の「聖母慈善の救護所修道院」が、板囲いをして教会堂を建築中
である。「ユダヤ人たちが煮た」話が、じつはこれにからんでいるのです。
　古くからの礼拝堂がどうのこうのとコトバをもてあそんだが、じつはその礼拝堂、新しい
教会堂の「クリプト」、地下祭室に変容したその礼拝堂は、修道士団が引っ越してきた、そ
の直前の1390年に建てられたもので、なんでもその通りに住んでいたユダヤ人が、サンメリ
教会で信徒がもらった「オスティ」、聖体のパンに暴行をくわえた。ナイフで切り裂き、熱
湯に漬けと、いろいろやってみたが、「オスティ」は血を噴き出し、湯を赤く染めるだけ。
ユダヤ人は神冒漬の罪でとらえられ、処断された。かれの居宅の跡地に礼拝堂が建てられ、
「奇跡の礼拝堂」と呼ばれた。まあ、そういうわけだったのです。
　イレーレは、なんでだか、口ごもるように、15世紀にこの通りは「ウ・ディユー・フ・
ブーイ」通りと呼ばれていたと書いているのだが、「神が煮られた通り」ということですか。
「オスティ」が刃物で切り裂かれ、熱湯で茄でられたと奇跡調書は述べているのに、「煮られ
た」ところに関心の焦点が結ばれていて、権兵衛の日記がそれに同調する。おもしろい。そ
れが16世紀の例の「トゥルシェとオヨーの絵図」ですねえ、あれには、問題の修道院だか教
会だかが描かれている、その脇に「レビレット」lesbilettesと書いてある。通りの名前だか、
施設のだか、分からないが、現在に通じる「ビレット」の呼称が、すでに中世の秋を過ぎた
ばかりのころに通用していたと分かる。
　それがそのいきさつはよく分からない。なにしろイレーレにいわせると、17世紀に入って、
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ご多分に漏れず、「聖母慈善の救護所修道院」は落ち目になって解散し、かわって乗り込んだ、
こちらはブルターンのレンヌの方のカルメル会の修道士団が、「カルム・ビレット」を自称
して、ここに住み着いた。「ビレット」は、カルメル会士が着することになっていた「スカ
プラリオ」、胸と背の両方に垂れる肩衣の形状に由来する。どうもテクニカルタームが思い
つかないが、千鳥文様のような連続絵紋の一種で、鐘の舌状の長方形のものを、美術史の方
では「ビレット」というらしい。けれど、「トゥルシェとオヨーの絵図」は、16世紀の30年
代に作図されたものが50年代に複写されたものではないかと推定されている。17世紀の環境
の変化を映しているはずはない。けっきょく、「ビレット」のイマジナリーは、わたしたち
後代のものが合理的に推理する以上に強く、17世紀のカルメル会士が自分たちの称号に取り
込むより1世紀も前から、ここのサンクチュアリーの表札に書き込まれていたということな
のだろう。
32（34）
　同年同月4日、土曜日、大学が、全員、どんな身分のものであれ、違反するするものは俸
禄の召し上げということで、行列に参加した。学校のこどもたちも、全員裸足で、それぞれ
手に火のついたロウソクを持って、一番身分の高い人から低い人まで、へりくだって、マ
トゥリンに集合し、数知れないほどの聖遺物を持って、サントカトリーン・ドゥヴォ・デ・
ゼスクーレまで行き、その僧院で歌ミサを唱歌して、それから断食の心を抱いて、家に帰っ
た。
［注釈］「マトゥリン」
　権兵衛は「レ・マトゥリン」les　mathurinsと書いていて、近代語の発音では「レ・マテユ
ラン」で、サンジャック通りと、クルーニー修道院のパリの宿坊のあいだに境内を構えた修
道院だった。現在の立地では、クリューニー博物館とサンジャック通りのあいだのブロック
にあたる。道を一本へだてて南側が「サンブネ教会」、近代語の発音で「サンブノワ」だが、
その境内になる。現在の「スクワール・プラス・ポール・パンルヴェ」、まあ、かんたんに
いえばクリューニー博物館の前の「ポール・パンルヴェ公園」と、その南の「ソルボンヌ校
舎」の北の一郭が、往時、サンブネ教会の境内です。サンブネ教会は、「ヴィヨン遺言詩」の、
もしかしたらこれが作者ではないかとわたしが見込んでいる司祭グィオーム・ヴィオンの教
会で、「レ・マトゥリン」はかれのお隣だったわけで、詩のなかにも堂々と登場する。どう
ぞ、「レ・マトゥリン」については、「ヴィヨン遺言詩注釈」を参照なさってください。
　「サントカトリーン・ドゥヴォ・デ・ゼスクーレ」
　近代語の発音で「サントカトリーヌ・デュ・ヴァル・デ・ゼコリエ」は、サンタンテーン
大通り沿い、「パリ代官屋敷」と大通りをはさんで北側にあった修道院で、現在の立地では、
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「サンタンテーン」の近代語の発音のサンタントワーヌ通りに出入り口を開いているメトロ
のサンポール駅の北側の一郭に当たる。「サントカトリーヌ・ポンピエ市場広場」に、から
くもその名の一端を残している。
　行列の一行は、サンジャック通りから、プチポンを渡ってシテ島に入り、グランポン、別
名「ボン・ト・シャンジュ」、「両替橋」を渡って、「ラ・ヴィル」、セーヌ右岸の街区に入り、
東に向かってサンタンテーン大通りを目指したはずです。それは、このコースだと、シテ島
から「ラ・ヴィル」に渡るには、グランポンよりも上流にかかっている「ノートルダム橋」
を利用すれば、もっと近かったはずだが、「ノートルダム橋」はまだ架かっていなかった。
　「その僧院で歌ミサを唱歌して」
　la　chanterent　lagnt　messeと書いているが、じつは前項にも「その僧院で歌ミサを唱歌し
た」la　chanterent　la　grant　messeと書いていて、そこでは、ごらんのように、ヴァチカンの
筆生は、べつに省略していない。「ラ・グラン・メス」が問題で、いま記憶にあるかぎり、権
兵衛は1429年9月の記事、テユテイの項分けで519番の記事にもそう書いている。「ラプセル
と人の呼ぶ、これが何者だか、神のみぞ知るだが、女の形をとった一被造物を引き連れたレ
ザルミノー」がパリを襲撃した話を書いている記事です。「ジャーン・ダール1、近代の発音
で「ジャンヌ・ダルク」のことで、わたしはこの記事をいろいろなところで紹介しているが、
そのさい問題の「ラ・グラン・メス」を「大ミサ」と訳している。大して自信があったわけ
ではない。教会用語の辞典類に、その訳語が出ていたわけでもない。当て訳です。さてさて、
「ラ・グラン・メス」とはなんだ？　重い腰をあげて、調べてみた。
　トブラー一ロンマッチのmesseの項に、『ディ・ドゥ・ヴァトリクェ・ドゥ・クーヴィン』
から拾ったun　matin　devant　la　grant　messeというのと、　tant　que　grant　mess　fu　fineeというの
が引かれている。それだけで、貧しさの極みだが、それでもおもしろい。後者はともかく、
前者の文節は、「ラ・グラン・メス」がなにやら朝方に行われることを示唆していて、権兵
衛の「ジャーン・ダール」がらみの記事に響き合っている。なにしろ権兵衛はそこに「11時
と12時のあいだ」とコメントを入れているのです。
　「ラ・グラン・メス」は、現在のフランス教会で「メス・シャンテ」messe・chant6eと分類
されるミサにあたる。ラテン語で「ミサ・カンタータ」です。小林珍雄はこれを「歌ミサ」
と訳している。それを借りました。これは「メス・バス」messe　basse、あるいは「メス・
リュ」messe　lueと呼ばれるものに対応する。これはラテン語で「ミサ・レクタ」で、小林
は「読諦ミサ」と訳している。『ミッセル』によれば、広義の「歌ミサ」は「メス・ソレネ
ル」や「メス・ポンティフィカール」を含む。前者はラテン語で「ミサ・ソレムニス」、後
者は「ミサ・ポンティフィカリス」、それぞれ「盛式ミサ」、「司教ミサ」と訳される。「盛式
ミサ」は「荘厳ミサ」とも訳され、複数の司祭によるミサです。「司教ミサ」は、司祭の長
である司教によるミサです。つまりこのふたつが、なんのことはない、ふつうに「ノートル
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ダムのおミサ」といっている、その「ミサ」のようです。英語圏でいう「ハイ・マス」high
massがこれをいう。『ミッセル』は、また、広義の「読請ミサ」は「メス・コンヴァンテユ
エル・シャンテ」をもいうとしている。これは「修道院内のミサ」と、小林は訳している。
修道院の成員のみで執行するミサです。「メス・バス」は、応論者の声が低いことをいうの
であって、なにも「低俗なミサ」というような意味合いではない。
　以上、まあ、いうところの「リュブリック」、「典礼法規」上のミサの分類を、『ミッセル』
などに拠って、ご紹介したまでで、ミサの実態については、なにしろ経験が乏しく、よく分
からない。「グランラルース」の「メス」の項を執筆した（もっとも、わたしのラルースは
1963年刊という、恐るべきものだが）E・ジャリという方によれば、「歌ミサ」あるいは「大
ミサ」は、典礼文の一部を司祭が、あるいは聖歌隊が、あるいは会衆が「シャンテ」、「歌う」
のだという。「会衆」assistanceがのところがポイントなのか、「歌う」のところがなのか、よ
く分からない。執筆者は「シャネーン」、近代語の発音で「シャノワーヌ」、聖堂参事会員だ
そうですからねえ、プロフェッショナルだ。プロフェッショナルの発言は、ノンプロには分
かりかねるところがある。ノンプロなりに想像すれば、司祭が言雨読し、聖歌隊が「歌う」式
のとちがって、もっと大仕掛けに、会衆も参加して「歌う」のが「歌ミサ」（狭義の）だと
いうことになれば、中世の秋のそれがそうだったということになれば、権兵衛の書きぶりも
理解できるというものだ。「7千人を超える」会衆が、「歌ミサを唱歌」する。
　「断食の心を抱いて」acueur　jeun
　こう訳していいかどうか、目下思案中です。jeunは2音節に読んで「ジェウン」らしく、
これはトブラー一ロンマッチ御両所が拾ってくれた用例から分かる。「ジューン」ではない
ということで、じつは前項にもajeunと出ていた。「断食して」と訳しておいたが、あるい
．は仏教用語を借りて「精進潔斎して」とやったほうがいいかもしれない。それはともかくと
して、この記事ではa　cueur　jeunとcueurが入る。もともとjeunは形容詞で、　a　jeunのかた
ちで副詞として使われる。それが『ばら物語』の10538行にqui　a　saoul　et　a　geunと読める。
その前後を紹介すると「続いてジョアン・ショピノーが登場する。快活で、身軽で、レール
河畔のメウンの生まれ、満腹の時も、空腹の時も、生涯通じてわたしに仕え」というのだが、
この5行、じつにいろいろな情報をはらんでいて、「ジョアン・ショピノー」というのは、こ
の『ばら物語』の書き手のひとり、ふつう「ジャン・ド・マン」と呼ばれている人物を指し
ている。ここのところは「アムー」（擬人化された「愛」）の語りで、書き手のジャンは自分
自身を「アムー」の口の端に上せているのです。それが「レール河畔のメウンの生まれ」と、
だから自己紹介している。「レール」は「ロワール」の中世のフォノグラフィー、「メウン」
は「マン」のそれです。
　閑話休題。話をもどせば、ajeunはここではgeunと綴られ、　a・saoulと対比させられてい
る。a・saoulのsaoulは、　saolのかたちが標準で、「サウー」と発音する。次のetと連音して、
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この1行、「クィ・ア・サウー・レ・ア・ジェウン」と読みます。「ジョアン・ショピノー」は
1行8音節で、2行ずつ脚韻を踏んでいる。ごめんどうでもお読みいただこうか、前行
10537行はqui　nestra　seur　laire　a　meunと書いていて、これは「クィ・ネッラ・スル・レー・
ラ・メウン」と読みます。これで8行。jeun（geun）を「ジェウン」と発音しなければならな
いわけがこれからも分かります。
　わたしがいうのは、ajeunがasaoulに対応して、宗教用語としてではなく、「空腹で」と
いうように読む、これは文例です。トブラー一ロンマッチ御両所は、これも含めて、この用
例をいくつか拾っている。これに照らせば、前項の記事のajeunは、「腹を空かしたまま」
と読んで、読めなくはない。それがこの記事にa　cueur　jeunと出る。これで話がちがってく
る。わたしが前項の記事にこれをコメントしなかったわけがここにある。
　それが、また、『ばら物語』の方に話が戻るが、さらに前行、訳文で「快活で、身軽で」
はau　cuer　jolif　au　cors　inelと書いている。　cuerはcueur（coeur）の標準形で、　corsは近代語の
綴りで、corpsです。わたしがいうのはa　jeunは、権兵衛の日記のこのくだりでは、　a　cueur
jeunの略したいいまわしではないか。もちろんajeunで「断食して」という意味もあります。
というよりもそちらの方が、語源から見て、先に立つのです。だから省略と見る必要はない
という意見も当然あるでしょう。しかし、すぐ続いて出てきますからねえ。acueur　jeunは、
au　cuer　joliやau　cors　inelと同形で、だから、そちらをfjoliな心で」、「inelな身体で」と読
むように、「jeunな心で」と読んでなにも問題はない。どうぞ、そのあたりの事情は、「ヴィ
ヨン遺言詩注釈」を、「総索引」を手掛かりに、お調べいただきたい。わたしが困惑してい
るのは、「断食の心を抱いて」というのは、あまりといえばあまりで、訳がかたすぎる。な
んとかしようとは思っているのですが。
　また、わたしが困惑しているのは、なにしろテユテイはなにもコメントしていない。だか
らか、ボーンさんも知らん顔をしている。お分かりなのですか。
33（35）
　続く日曜日、同年同月5日、フランスのサンドゥニの人たちがパリに来た。全員裸足で、
7聖人の遺骸，聖オリフラン、以前フランドルへ持っていかれた旗だ、聖釘、僧院長ふたり
が捧持する聖冠を持ってきた。行列の幟13流も一緒だった。これを迎えて、サントゥタス教
区の人たちが、前にいった聖遺物匝のひとつに納められたウタス聖人の遺骸を護送した。ふ
たつの行列はパリの王宮にまっすぐ向かい、そこで、信心厚く、歌ミサを唱えたのちに、そ
こから立ち去った。
［注釈］「フランスのサンドゥニ」sainct　denis　en　france
　「サンドゥニ」は余所にもある。セーン中流域の「フランス」という地方の、ということで、
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権兵衛は親切です。
　「7聖人の遺骸」
　これは分からない。サンドゥニ修道院にかかわる、なにやらアジオグラフィック（聖者伝
に関係する）な伝承があるのだろう。なにしろ「vij　corps　sains」と書いているだけで、ここ
では権兵衛は不親切です。ちなみにsainsの綴りはわたしの見間違いではないですよ。テユ
テイはsaintsと整合化していて、校訂とはどういう作業なのか、深く考えさせられます。パ
リの写本はテユテイの通りだが、何度もいうように、パリのべーエヌにある写本は17世紀の
代物です。トブラー一ロンマッチのsaintの項を見ると、形容詞のばあい、複数にsainsの
用例は、11世紀の『聖アレクシス伝』からということで、sainz　innocenzの一例しか拾ってい
ないが、単数でsainz，　sainsの用例はまれではなく、名詞になると、複数の主格、被制格、
ともにsainz，　sainsの形がむしろあたりまえだ。ひとつだけ紹介すると、14世紀の文人ガー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ス・ドゥ・ラ・ビーンあるいはドゥ・ラ・ブーン、これはヴァレ王家初代と第2代に宮廷礼
拝堂付き司祭として仕えた人物らしいが、これの『ル・・ロマン・デ・デドゥイ』（1951年に
スウェーデンのカルルスハムで出版された刊本で、校訂のエイク・ブロンクヴィストは、ど
うやらタイトルを近代語で置いたようなので、その通り紹介したが、おそらく『レ・デディ・
ドゥ・ラ・シャッス』、「狩の享楽」をいっているのだと思われる）に、qui　ma　jure　les　sains
de　romme「ローマの諸聖人に誓って」と読めるという。
　わたしがこの文例を紹介するのは、なにしろ司祭ガースはヴァレ家2代目ジャン王がイン
グランド王家の捕虜になったとき、ロンドン塔まで同行した人物ですよ。権兵衛はそれから
20年ほどして生まれたかなあ。そういうクロノロジーで、わたしがいうのは権兵衛と文章作
法を共有していたということですよ。閑話休題。そこで「vij　corps　sains」の「sains」ですが、
これは名詞ですよ。念のため。まあ、後出の「lecorps　st　huitace」と較べてみてください。
「7聖人の遺骸」、「ウタス聖人の遺骸」というわけです。
　「ウタス聖人」と「サントゥタス教区」
　これは近代語読みで「ユスターシュ」「サンテユスターシュ」です。往時の「レアル」、肉
市場は、いまはショッピングモール「レアル」に変貌しているが、「サンテユスターシュ」
は往時と立地は変わらず、「レアル」の北側に魁偉な姿を見せている。「往時」も幾重ねにも
なってしまったが、中世の秋の「サントゥタス」は、いま見るそれよりも、もっともっと小
型の教会堂で、だから「立地は変わらず」とレトリックを弄したわけです。中世の「レアル」、
市場に店を出す商売人たちが最大手の檀家で、事情は「パリ広場」、グラン・シャトレ前広
場に店を集中させていた食肉業者と「サンジャック・ドゥ・ラ・ブーシェリー」教会との関
係に通じる。これについては、また、「サントゥタス」教会についても、権兵衛は、この後
に続く記事群で、いろいろと話題に乗せているので、ここではこのあたりで逃げることにす
る。
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　とはいっても、じつはまだまだ逃げるわけにはいかない。「聖オリフラン、以前フランド
ルへ持っていかれた旗だ」をはじめ、まだまだコメントを要求する文言が残っている。
　「オリフラン」
　近代語の表記では「オリフラム」で、サンドゥニ修道院の「祭旗」です。ラテン語の「ア
ウルム」、金と、「フランマ」、炎の合成語で、「金の炎」といっても、「フランマ」はむしろ
形を指していて、「吹き流し」でしょうか。旗の種別からいうと「エスタンダール」で、長
方形のが、端がすぼまっている。それが『15世紀のパリの歴史家たち』と、じつに妙なタイ
トルを与えられている、中身は中世の秋の記述資料を集めたものがあって、なんとも巨大な
本で、わたしの知る限り、一番大型の本だが、そこに乗せられたカラー図版だと、ほぼ真四
角の赤い旗で、これは「バネール」ですねえ。なにがなんだか分からない。
　閑話休題。「オリフラム」が史料に現れるのは1124年に発行されたカペー家の文書がはじ
めてで、「ウェキシルム・ベアーティ・ディオニシイ」と書かれていると、『モンジュウェ・
エ・サンドゥニ』の著者アン・ロンバールージュールダン女史は指摘している。
　それが、なんか、いきなりひっかかる。「ベアートゥス・ディオニシウス」というだろう
か。本のタイトルにも見えるように「サンクトゥス・ディオニシウス」ではないのですか。
「ベアートゥス」の使い方はかなり神経質で、「祝福された」というような意味合いで、だれ
にでも無造作にあてられたというふうではなかったようです。ブレーズがていねいにいろい
ろなケースについて用例を拾っていて、まあ、サンドゥニにあてはまるのは、「殉教者」に
この肩書きをあてることがあるというケースでしょうか。
　閑話休題。うかつにして問題の「ルイ6世文書」を見ていないので、ここでは女史に従う
ことにして、「ベアートゥス・ディオニシウスのウェキシルム」と書いていて、「ウェキシル
ム」は「エスタンダール」です。近代語の発音では「エタンダール」。この文書に「オリフ
ラム」が登場する話はけっこうよく知られていて、若いころ書いた『ヨーロッパ世界の成立』
5「ヨーロッパの成立」にも紹介したので、そちらをどうぞ。
　カペー家はフランスの西の「ヴェクシン伯領」をサンドゥニ修道院長から受封していたの
で、そのかぎりでルイは修道院長シュジェの家臣である。サンドゥニの祭旗を預かるという
ことは、宗教的権威を身に帯びることを意味すると同時に、主君たるサンドゥニ修道院長の
軍事的助力を標榜することにもなった。カペー家の当主が戦に赴く際に「オリフラム」を預
かる慣行が、この後成立する。ヴァレ家もこの慣行を受け継いだ。だからシャルル6世が
ブールジュ攻めに出た、この度の戦旅（いくさたび）にあたっても、シャルルはサンドゥニ
に出掛けて「オリフラム」を受け取っている。項番号で28の記事に「5月6日、王が戦地に
赴いた」と読めるが、じつはシャルルは5日にパリを発って、翌日サンドゥニで「オリフラ
ム」を受け取っていたのである。権兵衛はその日付をもって、「王が戦地に赴いた」と書い
ていることになる。
ユ33
　「以前フランドルへ持っていかれた旗」
　いいえ、だからわたしがいうのは、「オリフラム」はサンドゥニの祭壇にはなかったはず
です。それなのに6月5日の日付の記事で、サンドゥニの人たちが「聖オリフラン、以前フ
ランドルへ持っていかれた旗∫を捧持してやってきたと書いている。どうなっていたのか？
　「オリフラム」は一流だけではなかったのか？　「以前フランドルへ持っていかれた旗」に
意味があるのか？　含意されているのはブルグーン政権に対する王家の軍事行動だろうが、
1407年ll月に「ルイ・ドルレアン謀殺事件」が発生した直後、ブルグーン侯ジャンは一旦
「フランドル」に退去した。しかし、翌年春にはパリに帰来し、以後、ブルグーン政権は、
一貫して王家を勢力下にとりこんでいる。1407年の冬に「フランドル」への王の戦旅は行わ
れていない。それどころか、「連盟」を組んだオルレアン与党に対して、1410年9月、シャ
ルトルに集結した「連盟」に対する王の戦旅が企画され、サンドゥニに「オリフラム」を受
領にいかせたとかいかせなかったとかの話が伝えられている始末である。わたしがいう・のは、
「以前フランドルへ持っていかれた旗」の話は、権兵衛の日記の時間帯のなかにはない。
　「聖釘」「聖冠」「行列の幟13流」
　イエスの手足を十字架に固定した3本の釘、ローマ人兵士が戯れに「ユダヤ人の王」イエ
スにかぶらせたという茨の冠こそは聖遺物中の聖遺物です。「行列の幟13流」と書くとき、権
兵衛の視線は幟の数をかぞえていたにちがいない。見たままに書く権兵衛の書き癖がいきい
きと働く。
　「歌ミサを唱えた」dirent　lagrant　messe
　「ラ・グラン・メス」grant　messeはここにも出る。ただし、「ラ・ディール・グラン・メ
ス」と、「シャンテ」ではない。「唱えた」と、訳語を変えてみた。「歌う」はあまり意味が
ないのかな。「パリの王宮」と訳したのは、「王宮」は「パレ」で、「パレ」には王家の礼拝
堂「サント・シャペル」がある。たぶん、そこで、ということなのだろう。
34（36）
　続く週、毎日、次から次へと交代で、信心深い行列が行われた、パリ周辺の村々からも同
様にやってきた、信心厚く、全員裸足で、聖恩寵の恵みで、王とフランスの領主たちのあい
だに平和が回復されますようにと神に祈って。なにしろ戦争のせいでフランス全土、友人関
係は悪くなり、暮らしは苦しくなった。なにか見つけようにも、どこにいってもなにも見つ
からない。土地が産しなくなったのだ。
［注釈］「フランス全土」toute　france
　固有名詞に解説の必要がないとなると、文章の読み方に問題が発生する。権兵衛の文章は
やっかいだ。わたしがいうのは、文章の後半でテユテイがtout　Franceと校訂しているのは、
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toute　la　Franceと書くはずのところを、なんとtoute　franceと書いている。いいかげんなと、
叱りつけている感じで、おもしろい。都市名のばあい、女性名詞でありながら、Romeなど
はtout・Romeと書くことがある。それの連想かな。　franceは地方名で、女性名詞。形容詞
tozは、女性形は主格、被制格ともtoteで、権兵衛、というよりはマシオは、それをtoute
と書いている。それだけのことです。
　「友人関係は悪くなり、暮らしは苦しくなった」empiee　damis　et　de　chevance
　なんともおもしろい。「アミとシュヴァンスについて事態が悪化して」ということで、「友
人関係」うんぬんは苦肉の訳です。「シュヴァンス」は、仏和辞典を引くと、「古」と頭書き
して「財産」などと訳語が置かれている。トブラー一ロンマッチを見ると、「家計」「暮らし」
の意味で、ふつうに使われている。
　「なにか見つけようにも、どこにいってもなにも見つからない。土地が産しなくなったの
だ。」car　on　ne　trouvoit　rien　auplain　pais
　ボーン女史はplainに注記して、　platと読みなさいと、なんとも人をおどろかす。「平地」
とでも読みなさいということですか。plainはpleinのヴァリアントで、ごくあたりまえに使
われていた。plain　paisで「全土」という意味です。おまけに女史は、続くqui　ne　lui　portoit
と一緒に、On　ne　trouvait　rien　au　plat　pays，　si　on　ne　1’apportaitと、なんとも理解に苦しむ現代
語訳を作っている。「もし持ち込まなかったなら、平地でなにかをみつけることはできな
かった」というような意味合いでしょうか。どうやらporterがお読みになれなかったようで。
　このコンテクストでのporterは、トブラー一ロンマッチ御両所の教示に待つまでもなく、
「産する」です。御両所はim　Mutterleibe　tragen「母胎の中で持つ」と、なんともすてきな頭
書きで、かなりの数の用例を拾っている。「子をはらむ」ということで、最初に引いている
文例は、la　soa　madre　virge　fU　et　sen　peched　si　portet　lui．これは1911年にライプツィヒで出版
された『キリストの受難』というテキストからで、「ヴィルジュがかれ（キリスト）の母だっ
た、ヴィルジュは無原罪でかれをはらんだ」というほどの意味です。「ヴィルジュ」は「処
女」で、だから「聖処女マリア」です。「無原罪のマリア」のいいまわしについては、どう
ぞ「ヴィヨン遺言詩注釈」を、「総索引」を頼りに、お調べになってください。この文例は、
問題の権兵衛の文章と響き合って、なんともおもしろい。qui　ne　lui　portoitのluiはsi　portet
luiのluiと同じで、指示代名詞三人称単数の強勢形で、近代語のleと同じです。おわかりい
ただけましたか、コレット・ボーンさん。car　on　ne　trouvoit　rien　au　plain　paisと、　qui　ne　lui
portoitは、きりはなして、上から読むと読みやすいですよ。　quiはle　plain　paisを受けてい
ます。
35（37）
　続く月曜、同月6月6日、サンマーティン・デシャンの方々が、パリや村のたくさんの教
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区の人たちをくわえ、全員裸足、いままでいつもそうだったように、灯明を手に、聖遺物を
運んで、サンジェルマン・デプレまで行った。そこで信心厚く、歌ミサを唱えた。ほかの教
区の人たちは、レマルティーまで行き、そこで歌ミサを唱歌した。サントカトリーン・ドゥ
ヴォ・デ・ゼスクーレの方々は、サンマーティン・デシャンで歌ミサを歌いにやってきた。
［注釈］「サンマーティン・デシャン」sainct　martin　deschamps
　わたしはいままで「サンマルタン・デシャン」と書いていた。それが中世の秋の住人の発
音を聞いたなら、「マルタン」martinはまず「マーティン」だったろう。「ヴィヨン遺言詩注
釈」の仕事を進めていくうちに、だんだんとそう思うようになったということで、そこで
「サンマーティン・デシャン」だが、サンマルタン通りを北に向かい、右手にポンピドー文
化センターの、なんとも批評の限りにあらずの建物を横目に、さらに歩くと、テユルビゴ通
りという、これは十九世紀に押し通された大通りが横柄に斜めに交差する。それを渡った右
手にサンニコラ・デシャン教会。この教会はまだ生きている。この教会堂から先のサンマル
タン通りの右手、東側の一郭が往時「サンマーティン・デシャン修道院」の構内で、現在は、
サンニコラ・デシャンからレオーミュール通りという、これまた19世紀の新道を渡った向こ
う側一帯が「コンセルヴァトワール・デザール・セ・デ・メティエ」、まあ「工芸技術学校」
でしょうか。それが付属の博物館の方がよく知られていて、往時修道院の教会堂も展示に利
用されていて、クラシックカーや、「飛行機の父」クレマン・アデールが1897年に制作した
第3号機などが展示されている。もっとも、これはわたしが1991年春から翌年にかけてパリ
に住んだ折の見聞です。いまはどうなっているかな。
　「サンジェルマン・デプレまで」asainct　gmain　desprez
　サンマーティン・デシャンから「サンジェルマン・デプレ」に行くには、「サンマーティ
ン通り」を河岸に向かって上り、大橋、別名「両替橋」を渡ってシテ島に入り、小橋を渡っ
て「クァルテラティン」、意味をとれば「ラテン語の街区」、いいえ、ですから「カルチエラ
タン」と今風に呼べばいいものを、なんとも大仰な。とはいっても、権兵衛は時代のフォノ
グラフィーに生活していたわけで、わたしたちの方からそこに入っていかないと、権兵衛は
姿を見せない。
　閑話休題。いいえ、サンマーティン通りを行くのなら、ノートルダム橋を渡る線も考えら
れるのではないか、ですって？　「トゥルシェとオヨーの絵図」を見ると、サンマーティン
通りがセーンを渡る橋がノートルダム橋だ。それがノートルダム橋はまだ架かっていなかっ
た。ノートルダム橋がやがて架けられることになる地点には、13世紀以来、人だけが渡れる
ほどのやわな橋が架けられてはいたが、何度も出水に押し流されたりしたこともあって、
1406年に、きれいさっぱり撤去されてしまっていた。それが1413年5月、本格的な橋が起工
され、1421年に竣工することになる。テユテイの項建てで64項に、橋の起工式のうわさ話が
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聞こえる。
　ノートルダム橋のことは、シャルル5世のパリ代官ウーグ・オーリオあるいはオービオ
（じっさい、aubriotなどというオルトグラフをどう発音しろというのだろう）が構想した
「パリの都市計画」のなかに組み込まれていたらしく、ウーグは1382年に失脚して、アヴィノ
ンの法王庁に再就職したらしいが、「代官屋敷」の建築（「サントカトリーン・ドゥヴォ・
デ・ゼスクーレ」の、サンタンテーン大通りをはさんで向かい側）、「プチポン（小橋）」と
「プチシャトレ」（「プチポン」の「クァルテラティン」側の橋のたもとの砦状構築物）の改造、
「プラス・ドゥ・パリ」（シャトレ前広場）の整備などが任期中の仕事として知られている。
くわえて「サンミッシェル橋」もかれの仕事で、1378年に着工され、87年に竣工している。
大橋を渡って、右手に「パレ」、王宮の壁を見ながらシテ島を横断する道は、反対側の河岸に
出て、そこで行き止まりになっていた。もともとシテ島の下流側は、「パレ」の建物群を川
縁の堅牢な城壁が取り囲むという構成であって、そんな、橋を何本も架けて、通行の自由に
まかせるというようなエリアではなかったのだ。セーン右岸の「ラヴィル（町人の街区）」
に架かる橋も、もとはのちの「大橋」の位置にはなく、なんとのちの「ノートルダム橋」の
位置に架かっていたのだ。「パレ」のエリアについての思想もやがてかわり、堅牢な防壁を
崩して「大橋」をかけ、「大橋」の対岸のたもとに「シャトレ」を置く。ll世紀の前半の、カ
ペー家の当主「信心深いロベール」の仕事で、いま、14世紀の後半、ヴァレ家の当主「賢い
シャルル」の代官ウーグ・オーリオは、セーン左岸の「クァルテラティン」について同じ構
想を打ち出す。バランス感覚の発達した人だったにちがいない。
　それが代官ウーグの架けた橋は、1408年1月の大寒波の結果、セーンを流れ下る氷塊にぶ
つけられて流されてしまった。再建されるは14ユ6年に入ってからで、だから、サンマーティ
ン・デシャンの僧侶たちがサンジェルマン・デプレ修道院まで道中するには、それはできれ
ばノートルダム橋を渡ればよかった。それが橋はまだ架かっていなかった。そこで大橋にま
わった。大橋を渡ってシテ島に入って、まっすぐ行けばサンミッシェル橋のはずだったのが、
1412年のことです。橋は流されてしまっていた。しかたがない。小橋にまわろう。そういう
ことだったのです。
　ちなみに、サンミッシェル橋が氷塊に流されたというような話は権兵衛は大好きのはずで、
それが権兵衛の日記のヴァチカン写本は、1405年10月の記事から1408年9月の記事まで、間
が抜けている。1416年に再建された話も、現存する記事群にはみつからない。権兵衛が書い
たのがなくなってしまったのか、はじめから権兵衛が書かなかったのか。永遠のナゾです。
　小橋を渡った一行は、さて、これは行列ですからねえ、間道を選んで行ったはずはない、
「ラアルプ大通り」を行って、まっすぐ行くとサンミッシェル門だが、途中「レコルドゥレ
通り」に曲がる。この道の突き当たりが「サンジェルマン門」で、「サンジェルマン・デプ
レ修道院」は、この門を出て、しばらく「レフォーブール・サンジェルマン」、サンジェル
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マン野の道を行くことになる。現在のパリを訪ねれば、サンミッシェル広場からサンミッ
シェル大通りを行く。この大通りが往時「ラアルプ大通り」にあたる。サンジェルマン大通
りと交差する。それを渡って左側の角がもう「クリューニー博物館」の一郭です。その博物
館のエリアを出はずれてすぐ、左手から「レゼコール通り」が入る。その大通りをへだてて
反対側に「レコール・ド・メトゥシン」、医学学校通りが口を開けている。この道です、往
時「レコルドゥレ通り」は。「レコルドゥレ」、近代の発音で「レ・コルドリエ」、コルドリ
エ修道院が左手に長々と壁を建てている。「レコルドゥレ」の壁が終わったところが「サン
ジェルマン門」だった。門を出て、「レフォーブール・サンジェルマン」を行くと修道院。
修道院の教会堂はいまも健在です。「サンジェルマン・デプレ」、観光客の集う繁華街中の繁
華街です。
　「レマルティーまで」aux　martirs
　ここもいまは繁華街だ。モンマルトルの中心ピガール広場から少し登ったところ、12番の
メトロで、ピガールの次のアベッスで降りて、イヴォンヌ・ル・タック通りを東に、サクレ
クールの前の階段テラスの下に出る道を行く。通りの9番地の建物、いまは「ラ・シャペ
ル・デ・ゾーキシリアトリス・デュ・ピュルガトワール」、訳せば「煉獄の助っ人女たちの
礼拝堂」こそが、往時「ラシャペル・デマルティー」、訳せば「殉教者たちの礼拝堂」の跡
地です。どうぞ、このあと、1429年の記事になります、テユテイの項分けで505項の記事の
解説をごらんください。「レマルティー」の解説は、ここはこれだけにしておいて、あとは
「ほかの教区の人たち」の行列の行路について、ご案内しましょう。
　「ほかの教区の人たち」1es　auts　proisses
　いいえ、ですから「ほかの教区の人たち」といわれても、なんだか分からない。「レマル
ティーへ向かう行列を組んだ教区もあった」とこんなふうに書いていてくれたなら、納得と
いうことだったのに。なにしろ「レマルティー礼拝堂」へ向かったのだから、モンマルトル
門を出たと仮定すれば話が通る。モンマルトル門を出て「土手道」を行く。「土手道」のこ
とは、21項の記事の解説でご案内したところで、そこを行って「メニルモンタン川」の橋を
わたったところで、左に折れる。もう、すぐそこに「カルヴェール」が立っていて、そこを
右手に山を登れば、そこが目指す「ラシャペル・デマルティー」です。サントカトリーン・
ドゥヴォ・デ・ゼスクーレの修道士たちは、空き家になった「サンマーティン・デシャン」
にやってきたわけで、なんか右往左往という感じですね。
　「歌ミサを唱えた」「歌ミサを唱歌した」「歌ミサを歌いに」
　lagnt，1agrant　messe「ラ・グラン・メス」、歌ミサのうわさが、これだけの記事に3回も聞
こえる。どうぞ原文と照らし合わせていただきたいのだが、「唱えた」と訳したところは
dire，「唱歌した」「歌った」としたところはchanterと書いている。そうしてわたしがおもし
ろがっているのは、権兵衛はoirとは書いていない。この前後を見渡してもみつからない。
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oir　la　messe「ミサを聞く」「ミサに預かる」とは書いていない。会衆は僧侶に伍して読請し
たのだ。
36（38，39）
　また、火曜と水曜、同年同月の7日と8日には、それぞれの教区の人たちが、それぞれの
教区をまわる行列をした。また、木曜、同年同月9日、たくさんの教区の人たちが、大勢の
教会の男衆や長屋の衆を従えて、全員裸足、大きな聖遺物厘をかつぎ、灯明を手に手に、そ
んな様子で、ブールーン・ラプティットまで行き、お詣りして、歌ミサを唱え、終わって帰
途についた。
［注釈］「大勢の教会の男衆や長屋の衆を従えて」acompaignes　detresgnt　peuple　deglise　et
decomun
　「プール・デリー・ゼ・ドゥコムン」peuple　deglise　et　decomunが分からない。いいえ、発
音のことはいいのですよ。「プープル」ではなくて「プール」、「エグリーズ」ではなくて「エ
リーズ」、これは時代の発音です。分からないのはなぜ「プール」というのか。「教会のプー
ル」とは、どういうのを指すのか。このコンテクストではplusieurs　proissはplusieurs
paroisses「多くの教区」で、一種集合名詞でしょうねえ。「教区の信徒団」ということで、
「信徒」paroissiensは、キリスト教徒ならばだれでもいいというわけではない。『ル・メナ
ジェ・ドゥ・パリ』という史料がある。14世紀末の「パリの一家の主」が家中に垂れた教訓
の書です。「一家の主」の集合が「ブルジュェ」、町人で、「町人」のもうひとつの顔が「パ
レッシァン」、教区の信徒です。これに従えられる「教会と一般のプール」とはなんだ？
　「プール」はトブラー一ロンマッチにはpuepleで項が立てられていて、ここのコンテクス
トになじむ解として、Mengeをあげている。これ自体「大勢」の意味を持っているという判
断で、これをtresgnt（tres　grant）と飾るのだから、大変だ。御両所の拾う用例は、たしかに
puepleの強調にgrantが使われていて、これは13世紀はじめの十字軍に従軍して年代記を残
したロベール・ドゥ・クラーリのテキストからということで、si　grant　puleがsi　peu　de　gent
に対比されている。いいえ、だからそこはよいのだが、それではtresgnt　peuple　deglise　et
decomunは、「教会と一般からとても大勢」と読めということか。わたしがいうのは、これ
は「ヴィヨン遺言詩注釈」の方で話題に供したところなのだが、gens　degliseといういいま
わしにはなにかあいまいなところがある。peuple　degliseもこれに通じていて、これを教会
の成員と読むことができるかどうか。コンテクストから、ここは、御両所にならってドイツ
語で書けば、Leuteと読んだらどうだろうか。「雇人」です。僧侶身分ではない教会の構成員
をいっているのではないか。教区の信徒が、司祭を含む「教会の人たち大勢」を従えて行列
を組むというのは、どうもおかしい。また、これを「雇人」と読めば、decomun「一般の」
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の読みが整う。わたしは訳は、できるだけコトバのもともとの意味を活かすように心がけて
いるが、ここは、その禁を破って、「教会の男衆や長屋の衆」と、遊んだ次第です。
　「ブールーン・ラプティットまで」aboullongne　lapetite
　この教会はいまはブーローニュ・ビランクールのノートルダム・ド・ブーローニュ教会に
なっている。パリの西の郊外の「ルーヴレ森」が開発されていく過程で、カレーの南の海峡
の町ブールーン・スル・メー（ブーローニュ・シュール・メール）のノートルダム教会の姉
妹教会が建てられた。姉教会の方がラグランドで、妹教会の方がラプティットというわけ。
「ブールーン」こと、近代の発音でブLローニュの地名がこれに由来した。「ブールーンの森」
へ行くには「ラヴィル」の西の門、サントノレ門を抜けていく。どうぞ「ヴィヨン遺言詩注
釈」の『遺言の歌』下巻の「58ひと一つ、モンメルトゥルって山のモンに」をごらんくださ
い。
37（40）
　続く金曜日、同年同月10日、大行列が催された。これ以上のものはいままで見たことがな
かったほどの立派な行列で、なにしろ教会という教会、学校という学校、教区という教区が、
みんな人を出したのだ。全員裸足、じつに数え切れないほどの人数で、なにしろ世帯は人ひ
とりを出すようにと、前の日に命令が出たのだ。パリ周辺のたくさんの村々からも、信心の
心厚く、この信心行に人が集まってきた。じつに遠くからきたもので、なんと4リューはゆ
うに離れているヴィルヌーヴ・サンジョルジュとかモンジゾン、またその周辺の町々から
やってきたのだ。調達できるかぎりの聖遺物を持って、全員裸足、とてもの高齢の人、妊婦、
子供それぞれロウソクかシャンデルを手に持って。
［注釈］「大行列」
　こう訳したのはprocession　generalle．これは、まあ、これでいいと思うのだが、おもしろ
いのは「世帯は人ひとりだすようにと」のところで、de　chun　hostely　fUst　une　psonne，直訳
すれば「各オテルについてひとりの人がそこにいるように」で、ここでおもしろいのは「オ
テル」で、前項に『ル・メナジェ・ドゥ・パリ』を紹介して、「教区の人たち」といっている、
その正体がこれではなかったかとことあげした。わたしの推理を権兵衛が後押ししてくれて
いる気配で、「ル・メナジェ」、「一家の主」あるいは「家長」と、その監督下におかれる「家
中」が、すなわち「オテル」なのです。「一家の主」あるいはその代理がかならず参加する
ようにと、当局は要請したということです。まあ、わたしは「世帯」と訳したが、ボーン女
史は「ファミーユ」、「家族」と解説している。それでもよい。
　「ヴィルヌーヴ・サンジョルジュとかモンジゾンから」come　depdela（de　par　dela）
villeneufve　sainct　george　de　mongison
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　「ヴィルヌーヴ・サンジョルジュ」は、パリの南南東、セーヌ河畔の町。すぐ西がオル
リー空港です。ルネ・オワゾンの地名辞典を見ると、パリの南南東10キロと見えるが、この
パリはいまのパリで、「ブールヴァール・ペリフェリック」、周縁自動車専用道からの距離で
すねえ。ミシュランの地図に定規をあてて計ってみたら、シテ島から「鳥の飛ぶ距離」で16
キロと出た。
　「モンジゾン」、こちらは現在のMontgeron「モンジュロン」とテユテイが教えてくれてい
る。「ヴィルヌーヴ」からさらに2キロほど南、「セナールの森」の北縁の町です。「飛ぶ鳥
の距離」をいっているわけはない。「なんと4リューはゆうに離れて」いたわけですよ。
38（41～47）
　土曜日と日曜日、同年同月のll日と12日、教区を回って行列が行われた。月曜日、同年同
月13日、サンモー・デフォッセの一行が、幟18流を押し立てて、大量の聖遺物、十字架20基
を捧持して、全員裸足、ノートルダム・ド・パリにやってきて、歌ミサを唱歌した。続く火
曜日、同年同月14日、パリの人たちがサンタンテーン・デシャンに出掛け、歌ミサを唱え
た。続く水曜日、同年同月15日、教区を回る行列が組まれた。続く木曜日、同年同月16日、
パリのいくつかの教区の人たちがレ・マーティーとモンマートゥルへ行列を組み、歌ミサを
唱歌した。続く金曜日、サンポールとサントゥタスの一行が、全員裸足で、フランスのサン
ドゥニに出掛けて、歌ミサを唱えた。このように行列が組まれていた間中、最初の3日間は
除いて、雨がはげしく降らなかった日はなかった。じっさい、モーからも、ポントゥェーズ
やゴネッスといった方面からも、人々は行列を組んで、パリにやってきたのだ。
［注釈］「サンモー・デフォッセ」
　サンモール・デ・フォッセ修道院については、「ヴィヨン遺言詩注釈」の『形見分けの歌』
の33節の注釈をごらんください。パリの東、ヴァンセンヌの森陰にあった、古くからの修道
院です。
　「幟18流」
　いいですねえ、権兵衛はここでも手勘定をやっている。
　「十字架20基」
　さて、こちらはどうか。わたしがいうのは、「20基ほど」とは書いていない。
　「サンタンテーン・デシャン」
　サンタンテーン門を出はずれたところにあった、こちらも古くからの修道院。なにしろパ
リの東の門の名前になっている。この修道院のうわさ話は、これも「ヴィヨン遺言詩注釈」
の、こちらは『遺言の歌』の注釈に聞いてください。
　「レ・マーティーとモンマートゥルへ」aux　mtirs　eta　monmartre
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　前者については、さきほど話題にした。後者は、これはおそらく「モンマルトル尼僧院」
を指している。「レ・マーティー」からすこし登る見当の修道院で、「トゥルシェとオヨーの
絵図」にも「モンマートゥル」とあっさり書かれている。「レ・マーティー」は現在の「イ
ヴェット・ル・タック通り」9番地で、「サクレ・クール」の階段テラス寄りだが、反対に
「アベッス広場」寄りの23番地が、往時「モンマルトル尼僧院」の門の跡地ということで、
「アベッス」は「尼僧院長」です。
　「サンポールとサントゥタス」
　後者については33項で話題に供した。前者「サンポール・デシャン」教会については、ど
うぞ『遺言の歌』下巻の最初の136節の注釈をごらんください。現在はサンタントワーヌ大
通りに玄関を開いている「サンルイ・サンポール教会」、まあ、ふつう「サンポール」と呼
んでいますが、これは近代の建築で、往時「サンポール」は、現在の「サンポール」の「バ
スティーユ広場」（これが往時「サンタンテーン門」の跡地）寄りを南に、つまりセーヌ河
岸の方へ入る、その名も「サンポール通り」に玄関を開いていた。
　「モー」
　パリ東北東45キロとルネ・オワゾンは書いている。まあ、往時50キロという見当でしょう。
ブリの中心の町です。
　「ポントゥエーズ」
　こちらは反対にパリの西北30キロ。「ウェーズ」、近代の発音で「オワーズ」にかかる橋の
意味で、セーヌ本流との合流点に近い。
　「ゴネッス」
　これは、またまた東に寄って、パリの北北東12キロとガイドブックには書いてある。「ル・
ブールジェ空港」のすぐ北です。権兵衛はパリの北の方向をぐるりと眺め回している。
39（48～51）
　続く土曜日には、シャトレの役人たちが、偉いのも平のも一緒に、行列を組んだ。続く日
曜日、教区を回る行列が組まれた。続く月曜日、サンニクラ、サンソーヴー、サンローラン
がノートルダム・ドゥブールーン・ラプティットへ行ったが、そのありさまは同月9日木曜
日の記事に書いたようなぐあいだった。王がパリから外に出ている間中、パリの人たち、ま
た周辺の村々の人たちが行列を組んだことの次第は以上のごとくで、なにしろ毎日、命令が
出て、パリの付近のプラン・メニーとか、ルメッシュとか、そのほかの、格段の信心を集め
ていることで知られるノートルダムへ向かう巡礼の行列が野を行ったのだ。
［注釈］「シャトレの役人たちが、偉いのも平のも」ceulx　dechastellet　tous　grans　et　petiz
　これはわたしの遊びです。「シャトレの人たち、グランのもプチのも」と書いていて、後
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段にひっかけて「役人たち」と、たぶんそういいたいのだろうと思ったものですから。勇み
足かな。
　「サンニクラ、サンソーヴー」
　「サンニクラ」はさきほど、「サンマーティン・デシャン」とのからみでご案内した。「サ
ンソーヴー」だが、これはサンドニ大通りの、もうすぐサンドニ門の見当の西側、だから大
通りに後陣を向けていた教会で、その北隣が「レ・フィル・ディユー」、近代の発音で「レ・
フィーユ・ディユー」施療院だった。現在のサンドニ通りと、西から入るサンソーヴール通
りの角がその跡地で、ご多分に漏れず、大革命が教会と教会堂にとどめを刺した。
　「同月九日木曜日の記事に書いたようなぐあいだった」en　la　maniere　que　dit　est　devant　le
jeudy　ix　jour　dud　rnoys
　こう読まされて、じっさい、わたしは困惑している。「以前、同月9日木曜日に、いわれ
た（書いた）ような仕方で」と書いていて、権兵衛は毎日、日記を付けていたということな
のかなあ。「同月9日木曜日のことを書いたときに」というような意味合いで、こう書いた
のかなあ。
　「プラン・メニーとか、ルメッシュとか」
　おもしろいのは権兵衛はここで「総括」を試みている。それが、すぐに腰砕けになって、
またもや「プラン・メニー」や「ルメッシュ」のノートルダム教会へ行列が向かったと、個
別の話題に野次馬根性を発揮する。「プラン・メニー」はゴネッスの、ちょうどル・ブール
ジェ空港をはさんで、すぐ南です。テユテイは、ここにいたって、がぜん注釈好みをむき出
しにして、まあ、すこしあとになりますが、1416年から翌年にかけての王妃イザボー・ドゥ・
バヴェールの家計簿に、「15リーヴルの目方のロウのロウソク」を、ここのノートルダム教
会に寄進した記録が見えると喜んでいる。
　「ルメッシュ」は現在の「クレテイユ」、ヴァンセンヌの森の南、サンモール・デ・フォッ
セのマルヌ川をはさんで対岸の町に、これは歴史は新しい、14世紀の末に建立された「ノー
トルダム礼拝堂」を指している。15世紀の記録には「ノートルダム教会と礼拝堂」と出ると
テユテイは書いているが、どうも実態はよく分からない。ヴァレ家当主のフランス王シャル
ル6世の認可状にローマ法王とパリ司教の書状が添えられたとテユテイはうれしそうに書い
ているが、どうもよくわからない。「クレテー」（Creteilの中世の秋のフォノグラフィーはこ
うだったと思うのだ）の信徒団の聖母崇敬に、パリ司教すなわち「ノートルダム・ド・パリ」
の司祭長が形を与えてやったということで、権兵衛にいわせれば、これがパリ周辺の聖母を
祭った霊廟のなかでも、一二を争う人気スポットになった。現在のクレテイユの町には、
「レ・メッシュの十字架の広場」とか、「レ・メッシュ通り」とか、なぜか複数形の「ル・
メッシュ」の地名が残っている。
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40（52）
　これはたしかなことだが、同月6月3日、フランス王は軍勢を率いてベリーのブージュ市
前面に到着した。軍勢はそこにとどまり、町をはげしく攻撃し、レザルミナはよくこれを防
いだが、損害はなはだしく、休戦を要求した。そこで2時間までが認められたが、その休戦
の時間が過ぎる以前、このよこしまな裏切り者どもは、大部隊をもって、町の外に出撃した。
油断していたわが軍を裏切り、不意打ちをかけようとしてのことだ。しかし、前衛が果敢に
これを押し返し、容赦なく叩きのめし、町の門まで追いつめた。ゴークー領主の率いるかれ
ら裏切り者どもははげしく追い立てられて、その場所には、7の20倍を超す名のある兵たち
が死んで横たわり、大勢が捕虜になった。その者たちが認めるところによれば、かれらは王
を力ずくで拉致し、ブルグーン侯を殺そうと考えたということだ。だがこの度は神の加護が
あった。このあと、攻防の見られぬままに日が過ぎた。
41（53）
　この間に、サンセール城の守備隊が降伏した。かれらは町攻めの軍勢にたいそうな損害を
与えたのだ。なにしろ包囲が始まるや、かれらのせいで、それはかれらのせいだけではな
かったが、パンがたいそう高くなって、一人宛3スーペリジ出しても、パンを腹一杯食べる
ことができない始末だったのだ。それでもじきに、神様のおかげで食べ物は出回った。じっ
さい軍勢は5万人からいたのだ。騎馬の兵だけで、徒の兵は数えないでだ。これはなにしろ
大勢だった。
［注釈］「サンセール」
　ブールジュから北東に45キロほど、レール（ロワール）左岸の小高い丘の町。この時点で
はベリー侯領の町だが、やがて1418年5月以降、ブールジュに政権を置いた「王太子シャル
ル」ことシャルル・ドゥ・ヴァレ（ベリーはその1年ほど前からかれの領地になっていた）
は、レール東岸の「ヌヴェール伯領」に対する防衛拠点をサンセールに求めている。まあ、
権兵衛の書き物の流れで、だんだんとご紹介するが、このブールジュ包囲の時点で、ヌ
ヴェール伯はブルグーン侯ジャンの弟フィリップだった。シャルル・ドゥ・ヴァレがブール
ジュに政権を置いた1420年代、ブルグーン侯フィリップは叔父のフィリップがアジンクーの
戦いに戦死してから独り身で伯家を守っていたフィリップの妻、叔母のボーン・ダルテ（ボ
ンヌ・ダルトワ）と結婚する。ヌヴェール領は、ブルグーン家がベリーの君主、シャルル・
ドゥ・ヴァレに対して立てたアヴァンギャルドだったのだ。
　「かれらのせいで、それもかれらのせいだけではなかったが」
　なんとも訳しにくい。なんと、par　ceulx　la　et　par　autresと、これだけですよ。「かれらとそ
の他の者たちによって。」それは推理すれば、サンセールやコーンやジァンといった町々が、
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領主のベリー侯を攻めにやってきた王家とブルグーン家の軍勢に対して、レジスタンスだか
サボタージュだか、物資輸送を麻痺させる作戦に出た。権兵衛はそのことをいっている。そ
こで一隊がサンセール懲罰に出向いた。そういうことだったのかな。
　「パンがたいそう高くなって」
　ここまで4、5年にわたって「日記を付けてきて」、権兵衛がパンのことを話題に乗せたの
は、これでやっと2度目です。それは「御聖体」はやたら登場したし、麦の値段のことも出
てはきたが、パンーつがいくらと、値段談義にわたるのは今回がはじめてです。値段談義に
いたらないまでも、パンが話題になったはじめての12項のは、ブルグーン侯の家臣、騎士モ
ルレ・ベタンクーが、パリにパンが不足してきた。そこで調達に出掛けるという話で、レザ
ルミノーが跳梁して、パリはとんと町攻めにあっているようなぐあいだったのだ。なんと状
況はこの度のブールジュ攻めと似ていて、ただし、この度はパンが不足したのは町を包囲し
た軍勢の方だった。
　値段の話が出てきたのは今回がはじめてだから、高くなった、なにしろ食事一人前のパン
が3スーペリジもしたのだといわれても、見当つけかねるところがある。パンのことについ
ては、『日記のなかのパリ～パンと葡萄酒の中世～』で探索したことがある。そちらをごら
んいただきたいのだが、まあ、これから権兵衛の記事にはやたらパンの話が出てくるので、
その時々に、話の出方に応じて話題に乗せていきたいと思っている。
　ここでは、さしあたり、1420年の記事に、「8ドゥネのパンは10ドゥネに、16のは20ドゥ
ネに値上げになった」という記事がある。なにやら公定価格を思わせる書き方をしていて、
さて、実状はどうだったのか。その話はその記事のところでということで、スーは12ドゥネ
です。3で36ドゥネということで、おまけにただスーだ、ドゥネだというときは「スートゥ
ルネ」「ドゥネトゥルネ」です。「スーペリジ」は「スートゥルネ」より4分の1だけ強い。
4スーペリジが5スートゥルネにあたる。だから「トゥール貨」計算だと、なんと45ドゥネ
になる。そのことを心得ていただくと、「一人宛3スーペリジ出しても」のエノンセの孕む
悲壮感が身に沁みて感じられることになる。
42（54）
　7月の末頃、町の貧乏人は税金でもっていかれ、野の百姓は略奪の憂き目にあう。かれら
はまだ若年のグウェン侯となんとか協定を結ぼうとした。これは王の長男で、ブルグーン侯
の娘を妻にしている。王の周辺に隠れている裏切り者たちがかれらと王とのあいだの和平を
とりもつことにグウェン侯が同意するよう画策したのだ。和平を願っていたグウェン侯はこ
れに同意した。なにしろだれもが戦争でひどい目にあっていた。ひどい暑さのこともあった。
高齢の老人でさえも、こんな大変な暑さにあったことがないといっていたほどで、それに、
サンジャン・バティストからこちら、雨が降らなかった。そんなわけでレザルミノーは痛手
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をうけて、王国中、いたるところでやられてしまったのだ。そこで内々の協定が作り上げら
れて、全員オーセールに集まれと命令が出た。
［注釈］
　この権兵衛の文章は、まるまるそのままなのか。マシオの目線の先にあった元本がどんな
だったか、興味をそそられる。テユテイはさすがに「アルシヴィスト・パレオグラフ」で、
いいえ、つまり「古文書学校」の卒業生で、きちんと校訂しているが、わたしがいうのは
quilz　les　feroit　tous　estre　en　labone　p’≠堰f?@duroyのところで、一見してこれはおかしい。それが
テユテイはそのまま校訂している。それが例のボーン女史は、これはおかしい。だから直す
んだとばかりに、qu’il　les　ferait　tous　etre　en　la　bonne　paix　du　roiと活字を拾わせている。いい
え、わたしがいうのはilz　les　feroitのところで、女史はilzをilと、複数形を単数形に「直し
て」いる。テユテイが判断保留したところを断然判断を示している。まあ、それがテユテイ
の騨尾に付したといえるかどうか、そこが問題で、ilと単数主格に読むということは、グ
ウェン侯を主語にとって読むことになる。「グウェン侯がかれらを全員、王のボンな平和の
うちにあらしめること」が、tant　quil　leur　accofda「グウェン侯がかれらに同意するまで」の
「同意」の内容と読もうというのだ。まあ、これもひとつの読み方かな。わたしは賛成しま
せんが。
　わたしの読み方は、quilz　les　feroientとferoitを省略表記と読む。三人称複数形で、主語の
ilZは「裏切り者たち」です。「裏切り者たちがかれらをして王の平和のうちにあらしめるこ
とについて、グウェン侯がかれらに同意するよう、かれらは画策した。」feroitに省略記号が
ついていない。ふつう山形の線が省略箇所の上に乗っけられる。それがマシオはそれほど几
帳面ではない。省略記号を省略するのは日常茶飯だ。ただ、テユテイは几帳面だから、ここ
は記号がないとferoitのままにした。それが主語のilzも、なにしろしっかり、はっきり書
いてあって、こちらも几帳面にそのままにした。そこで変なことになってしまった。feroitに
しろ、feroientにしろ、これは条件法現在の形です。過去文のなかで未来を述べるとき、未
来形のヴァリエーションの条件法現在形が使われる。
　「サンジャン・バティストからこのかた」
　洗礼者ヨハネの祝日は6月24日、フランスの夏祭りです。そこからまるまる1か月、雨が
降らなかったという。この記事は「7月の末頃」と書き始めているので、まるまる1か月と
冗談半分にいったのだが、それがじつはこのあとに、なにかわけの分からないことを権兵衛
は書いている。quil　ne　fUst　deux　jours　en　septembre訳しようもないので、訳文には省かせて
もらいました。テユテイは知らん顔。ボーン女史は「9月2日まで」と、なんともいい加減
な。いいえ、自分で読めないのだから人の陰口たたくのは止めますが。
　おもしろいのはヴァチカン写本の21葉裏のこの文節にアンダーラインが引かれている。そ
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の右手の欄外余白になにやら書き込みが、2、3語見える。それが最初の1語はわたしには
読めない。2語目だか3語目だかのfaulteの1語は読める。「まちがい」という意味です。そ
の書き込みの字体から、アンダーラインの引き手はクロード・フォーシェと分かる。16世紀
後半、宗教戦争の時代のフランス王政府の上級役人、ビブリオフィルのクロード・フォー
シェが、この文節は、もしか「まちがい」かとメモを残している。なにしろ、ここのところ
は、権兵衛の日記の成り立ちについて考えるのにおもしろい材料になる。
　「そこでよこしまな内々の協定が作られて」
　これは7月12日に作成された休戦予備条約のことを指していると考えられる。「ス・
フォー・コンセー・トゥレトゥ」と書いていて、このばあいの「コンセー」は「内々で協議
した」というほどの意味合いで使う。
43（55）
　このころ、パリ、ルーアン他、の多数のボーン・ヴィルのコムーン勢が…一…。…一…かれ
らの前に、あっという間に町を占領し、そこら一帯の住民を多数殺したので、ボース地方で
は住民全員が背いた。なにしろ軍勢に被害を受け負担が重かったので、どちらの側に従った
らよいのやら、分からなかったのだ。そこで戦争が始まった当時、そのあたりで一番強かっ
たレザルミノーについたのだった。くだんのコムーン勢はドゥルーにつくと、町の住民の叛
意が高いと知り、住民全員を殺した。町の住民を救う立場にあったはずのよこしまな裏切り
者ども、レザルミノーの軍勢は、町中の城に逃げ込んで、あわれな町の人たちが殺されるが
ままにしたのだ。それがそのあと、かれらはわがコムーン勢に包囲されて、手ひどく攻撃さ
れたので、城を支えきれなくなった。そこにコムーン勢総督のある騎士が、裏切り者で、攻
撃を停止させ、レザルミノーから多額の金を受け取った。これはもうまったくのかの徒党の
仲間だったのだ。それがこれぞ名のあるフランス騎士のひとりだという人もいる。もうだれ
に頼ったらよいのか、わからなくなる。なにしろかれのやったことで、わがコムーン勢は真
夜中に出発してパリにもどらざるをえないことになったのであって、そうしなかったならば、
よこしまな裏切り者どもとその他の領主たちの手で殺されていたことだったろう。領主たち
はコムーン勢をたいそう嫌っていて、よく働いてくれるから、まあ我慢してやろうというふ
うだった。もしもかれらを信じてやっていたならば、かれらは半年のうちに、フランス王国
から、裏切り者どもを掃き出してしまっていただろう。だが、いまとちがったふうになるは
ずもなかった。真っ当な人たちの意見なんか、当節、聞き入れられなんかしなかったのだ。
こうして、和平を望んでいたのがだれだったのか、そんなことはお構いなしに、やつらの意
向のままに和平ということになった。なにしろ王は病気で、その長男は理性に従ってという
よりは、気持ちの動くがままに動いていて、若いのや愚かなのを信用している。これではか
の徒党のやりたい放題だ。この和平を祝って、パリ中、焚き火が焚かれた。4百と12年、8
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月の第一土曜日のことで、9月の第一火曜日、トランペットの鳴り物入りで、パリ中に触れ
がまわった。
［注釈】
　この記事の書き出しのところ、21葉裏の最後の2行目から書き始められて、22葉表につな
がるのだが、テユテイはここは文章がつながらない。21葉裏の右下の余白に「数葉欠」と、
後代の書き込みがある。だからここは切り離して読むべきだと脚注に記している。わたしの
校訂は、まあ、そのままだが、訳文の方は、テユテイにつきあってみた。あまり本気ではな
い。「多数のボーン・ヴィルのコムーン勢」の述語はfurentで、つまりestreの変化形で、だ
から続けて読むとなると、「コムーン勢はかれらの前面にあった」ということで、けっこう
筋は通る。パリやルーアン、北フランスの町々の「ミリチア」（王政府との協定に従って、
「ボーン・ヴィル」が提供する兵員）の連合が「ボース平野」のドゥルーを目指す。ギうも
話の大筋はそういうことで、ことここに至った事情をかいつまんで説明する。だから「あっ
という間に町を占領した」のは、まさか「コムーン勢」ではない。にっくき「レザルミノー」
をあてこすっているのは、この記事全体のコンテクストであきらかで、だからテユテイのい
うように、欠落があるのは確かだろうと思う。ただ、後代の書き込み（これはクロード・
フォーシェの筆跡かもしれないとテユテイはいうが、それはない）が示唆するように「数葉
欠」なんていうことはない。せいぜい数行だろう。
　「これぞ名のあるフランス騎士のひとり」
　これは勇み足かなと思わないでもない。ung　des　bons　defrance，「フランスのボンな人のひ
とり」、なんですか、これは。まあ、「デボン」は「デボン・シァヴァレ」、’「ボンな騎士」、と
いうことは「勇敢な、立派な騎士」と読みましょう。
　「よこしまな裏切り者どもとその他の領主たち」
　じっさい、権兵衛の言葉遣いには悩まされる。「よこしまな裏切り者どもとその他の領主
たち」の「領主たち」はgentilz　hommesで、「真っ当な人たちの意見なんか」の「真っ当な
人たち」はprudo（proudomme）［丸かっこ内はテユテイの校訂］です。　gentilzはラテン語の
gensに出て、門地家柄のある人を指すようになったが、まだまだ「貴族」なんて言葉は生活
になじまない。「領主身分のものたち」を指すとやわらかく考えておいた方がいい。prudoは
近代語ではprud’hommeで、ほとんどceulx　de　la　villeの言い換えと読んでいいのではないか。
「町衆」と訳すことにしますか。ここではもともとの意味を強調しておきました。
　「もしもかれらを信じてやっていたならば」
　qui　les　eust　creuzと、接続法大過去なんて、とんでもない時制をとったりして、まあ、そ
れはよいのだが、わたしがいうのは、ここのquiは、　si　lonの意味を持たされた、特殊な用
法です。権兵衛が中世の書き手の仲間だとしみじみと分からせてくれる。
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　「パリ中」
　ふたつ目の「パリ中」の、最後の行のそれはpmi（parmi）parisと変哲もないが、その前の
「パリ中、焚き火が焚かれ」のはavau　parisと一見異様である。テユテイは、分かっているの
か、知らん顔をしているだけか、きちんとそう校訂しているが、ボーンさんは大先達のテキ
ストを、ここのところだけは、b・Parisと「直して」いる。そんな必要はない。　avauはaval
のヴァリアントで、中世人のフランス語では日用語です。amontと対語で、　a－val，　a－mont、
発音はどっちにしても「アヴォ」「アムン」ですよ。「谷間に」「山に」ということで、低い
方へというのが原義だが、これはトブラー一ロンマッチ御両所はdes　Wegesと解いていて、
「道々」ですか。「パリの道々、焚き火が焚かれていた」というのは悪くない。権兵衛が歩い
ている。グレマの小さな辞典もしっかり解説していて、拡張用法として、au　bout　de，　le　long
de，　parmi，　dansの意味合いで使われたと、こていねいに用例をひとつ拾っている。「の果てに、
に沿って、間に、中に」といった意味合いで、さかんに使われたらしい。ただし用例はジャ
ン・ブディン（近代の発音で「ボダン」と呼び慣わされている）からで、これは16世紀です
ねえ。それが引かれているテキストの文体とか、オルトグラフはいささか古い。ジャン・ブ
ディンが収録した中世のテキストの断片か？　なにしろテキストがはっきりしないので、い
まのところ、判断保留。
44（56）
　しかし、そうはならなかった。かれはノートルダム・デシャンの石切場に置かれたのだか
　　　　　　　、ら。同年同月、晦日の前日、王が森に行き、ブルグーン侯がパリに来た。町人たちが、命に
よって、先導した。
［注釈］
　最初の一行は、わけが分からない。テユテイは、これはヴァチカン写本の22葉裏の「頭
に」あるが、読めないと、いい加滅なことを書いている。「頭に」ではない。5行目からで、
文章としてはつながっている。ボーン女史にいたっては、滅茶苦茶で、自分の想像だけでな
にかいおうとしている。テユテイの項分けで55項と56項のあいだに、堂々と点線を一本入れ
て、脚注して、「切除された一節」と書いている。まあ、テユテイも、55項の文末に、点点
点を入れているのだから、それを真似したということなのだろう。
　それは文章には前後があっただろう。コンテクストがそれを示唆する。ボーン女史は、il
はle　trait6　d’Auxerre「オーセールの和議」なんだ、そうにちがいないと、なにがなんでも政
治史的文脈で読まなければ気が済まないフランス第5共和制の市民気質を露呈してみせてく
れる。権兵衛はなにしろ「オーセールの和議」が気になってしかたがなかったはずだと考え
ている。まあ、それはないでしょう。
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　「ノートルダム・デシャンの石切場」
　サンミッシェル大通りを南に下がっていく。見当としては登りですが。エドモン・ロスタ
ン広場を過ぎて、なおも歩いていくと、右手から、オーギュスト・コント通りが入ってくる。
左手からはラベ・ド・レペ通りというステキな名前の通りが入ってくるが、それはムシして、
そこの角のところから、緩やかに湾曲して、サンミッシェル大通りにほぼ平行して、ポー
ル・ロワイヤル大通りまで走る「アンリ・バルビュッス通り」というのがある。処女作『ラ
ンフェール（地獄）』で知られた20世紀20年代のフランスの小説家の名前をとっている。往
時「ノートルダム・デシャン修道院」は、この通りの19番地のあたりにあった。
　いいえ、「ランフェール」が、ここで話題になるのですよ。『遺言の歌』中巻の120節と124
節の注釈をごらんねがいたい。たまたま、そのあたりに、パリの南の門、サンジャック門と
サンミッシェル門を出はずれた郊外の景色を話題にした。124節の注釈に、サンジャック門
を出て「ル・フォーブール・サンジャック」通りを行くと右手に「ノートルダム・デシャン」
教会が見えてくると書いたが、じつのところ、さて、見えたかどうか。通りと修道院の教会
堂の間には民家が建ち並んでいて、それは通りから右手に横町を入って、修道院境内に入る
道もついていたが。サンジャック門の西よりのサンミッシェル門を出て、「ル・フォーブー
ル・サンミッシェル」通りを行くと、左手にその横町が口を開いていて、そこを入っていっ
ても修道院につく。
　「トゥルシェとオヨーの絵図」を見ると、サンミッシェル門からほんのすこしで、右手に
「シャルトルー修道院」の境内を囲む塀が立つ。その塀がそろそろ終わりかなといった見当
のところで左手を見ると、ノートルダム・デシャンへ通じる横町が口を開けている。まあ、
ざっとそんな景色でして、ついでのことに申しますと、またまたサンジャックの郊外の道に
もどって、ノートルダム・デシャンへ入る横町の入り口の反対側、サンジャックの郊外の道
の左手に脇道が口を開けていて、その道を行くと風車の丘にぶつかる。まあ、そのあたりの
ことは『遺言の歌』の124節の注釈をごらんいただくとして、おもしろいのはこの風車、「レ
ムーラン・デゴベリン」と呼ばれていたらしく、絵図にそうネーミングが入っている。わた
しがいうのは、この「ゴベリン」、なんと「悪魔」のことだと了解されていた。そうして、ま
たまた、サンミッシェルの郊外の道にもどって、「シャルトルー修道院」ですねえ、これは
もと「ヴォーヴェール領」という王家の領地だったのをもらって修道院が経営されたのだが、
くちさがない庶民は、しきりに「ヴォーヴェールの悪魔」のうわさを立てたという。そのイ
メージ領域に取り込まれたか、「サンミッシェル門」は、14世紀には「ボルト・ダンフェー」、
なんと「地獄門」、サンミッシェルの郊外の道は「ル・ダンフェー」、なんと「地獄道」と呼
ばれたという。
　まあ、「サンミッシェル門」の名前の由来については、12項の記事の解説でも触れた。ど
うぞお読み返し願いたいわけで、さてさて、わたしがいうのは、なんとノートルダム・デ
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シャン界隈は「アンフェー」、地獄の三丁目でした。いいえ、一丁目は通り越しているとい
う洒落のつもりですが。アンリ・バルビュッス通りが南でポール・ロワイヤル大通りに合流
するところがエール・ウー・エール（パリ郊外電車）べ一線のポール・ロワイヤル駅で、そ
の一つ先が「ダンフェール・ロシュロー」、電車は「アヴニュ・ダンフェール・ロシュロー」
の下を走っている。この大通りは、ほぼ、往時サンジャック郊外の道にあたる。
　なんと「ダンフェール」、「ド・アンフェール」ですよ。「地獄のロシュロー」だ。いいえ、
ですから中世人の評判がここにまで届いていたのかと、せっかちなお方は驚嘆なさるのだが、
じつはこの名前、19世紀の普仏戦争の英雄、フランシュコンテのベルフォールを守り通した
将軍の名前をつけたのです。それだって、名前の意味の引っ掛けではないか、ですって？
そうかもしれない。けれども、もしそうだったとしたら、ここでようやく話がもどって「ア
ンリ・バルビュッス通り」だって、こちらはこの小説家の処女作のタイトルの引っ掛けだっ
たかもしれない。第二次大戦後、サンミッシェル大通りとダンフェール・ロシュロー大通り
の接合部分が改修された。どちらがバイパスなのか、よく知らないが、ふたつの大通りをつ
なぐバイパスが作られたといってもいいかな。それが「アンリ・バルビュッス通り」と名付
けられた。
　さてさて、アンフェール談義はいい加減にして、権兵衛のテキストに戻るが、「ノートル
ダム・デシャンの石切場」というのは、じっさいに石材の採掘場がこのあたりにあったらし
く、ローマ人は在のパリシー人を動員して、ここで石を切らせ、ルテティアと名付けたパリ
シー人の町を、ローマ好みに改造していったのだ。サンミッシェル大通りをセーヌ河岸の方
へ下っていくと、右手に「テルメ」、公衆浴場の遺跡が、網フェンス越しに見える。ク
リューニー博物館の敷地の一郭だが、この遺跡に残る石組みの石材も、おそらく問題の石切
場から切り出されたものだった。博物館の建物は、15世紀の末に建て直されたもので、だか
ら権兵衛が見ていたのとはちがう。けれども、どうだろうか、権兵衛の時代、そこの建物は
クルーニー修道院長のパリの居館として使われていた。その建物はやはり「ノートルダム・
デシャンの石切場」から切り出された石材で建てられていなかったかどうか。世紀の末に建
て直されたときも、石材はサンミッシェル門を通って運ばれたのではなかったか。
　ジャック・イレーレの『パリの通りの歴史的辞典』は、その辺の詮索よりも、「ノートル
ダム・デシャンの石切場」と「サンドニ」の関係について記述するのにいそがしい。なんで
もガリアを布教してまわっていたディオニシウスとその仲間がルテティアに到着して最初に
開いた宣教の集会が、この石切場だったというのである。なにしろ石の切り出し人足をはじ
め、労働者たちが大勢、このあたりに住んでいた。宣教の集会を開くのに絶好の環境だった
はずで、だから「ノートルダム・デシャンの石切場」こそが、パリで最初に置かれた「エク
レシァ」、教会堂だったと、イレーレは感動の色を隠しきれない。
　「同年同月、晦日の前日」
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　これは、まあ、8月のことでしょう。8月30日に王とブルグーン侯がもどってきたと書い
ている。ただし、王は「森に」来て、ブルグーン侯は「パリに」来た。テユテイの懇切な注
記によると、『サンドニの修道士の年代記』が、ブルグーン侯はグウェン侯ルイの供をして
パリに入城したと書いているという。王は「パリに」入らず、「森に」行った。どうやら、な
にかの理由で、凱旋入城をとりやめたということらしい。「森に」は、パリ写本が「ヴィン
サンの森」と書いていて、テユテイは当然のようにそう校訂し、「ローマ写本」にはこの2
語de　Vincennesが欠落していると注記している。さあ、どうですかね。ベーエヌの写本の筆
生は推量でそう書いたということでしょう。
　「森」と書いて、それが「ヴィンサン森」、近代の発音で「ヴァンセンヌの森」だという常
識が権兵衛とその仲間に通用していたかどうか、わたしはまだ調べていない。わたしがおも
しろく思っているのは、そのことよりも、もしやこれが「ノートルダム・デシャンの石切
場」と関係していないかどうか。そこに「置かれた」のが「王の輿」かなんかだったらおも
しろい。いいえ、これはわたしのなかよしのマダーム・ファンタジーの教唆ですよ。わたし
に責任はない。ただ、死んだ王侯身分の者の棺が南の門からパリに入るとき、棺は一旦
「ノートルダム・デシャン」に安置される慣行があった。そのことを考えあわせるとおもし
ろいということです。
　ここでクロノロジーを整理しておきますかな。43項の「8月の第一土曜日のことで」は、
それ以前の記事の日付曜日から推して、8月6日、「9月の第一火曜日」は、なんと偶然に
も9月6日です。このふたつの日付を含む記事で「和平」といっているのが「オーセールの
和議」のことで、これは8月22日に結ばれた。そのあたりで、読み手は混乱するわけですよ。
8月6日に「パリ中、焚き火が焚かれた」のは、7月12日に休戦予備条約が結ばれて、和議
が結ばれることがきまった。それを祝って、パリで催されたイヴェントと読めばよい。そう
して、8月22日に正式条約が調印された。23日に、王の一行はオーセールを発って、サンス
経由で、セーンを船で下って、26日、ムーランに着いた。ムーランで王妃イザボーと落ち
合った。これは権兵衛は書いていないが、モンストルレが書いている。そうして、30日に、
王太子ルイとブルグーン侯他諸侯がパリに入城した。このことは、テユテイの注記によると、
『サンドニの修道士の年代記』に書いてあるというのだが、モンストルレは書いていない。
それに権兵衛は、王は「森に」行ったと書いているが、モンストルレの書きぶりだと、王は
そのままムーランにとどまって、病状が治まるのを待っていたらしい。ブールジュの戦陣で、
王は持病の精神疾患を起こしていたらしいのです。
　それが、書いていないけれど、モンストルレは、王が「森に」行ったことをほのめかして
いる。王の一行がムーランに着いたことを書いているのは第一書の95章だが、1章おいて97
章に、王がパリに入城した話を書いていて、日付はないのだが、王妃は王に同行せず、ベ
リー、オルレアン両侯と「ヴィンサンの森にとどまった」と書いている。王がパリに入城し
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たこの話は、権兵衛が、この次の次の46項に書いている。日付は10月23日、日曜日。たしか
に「王がパリに入城した」と書いていて、わたしがいうのは「王と王妃が」とは書いていな
い。どうも、王はムーランからパリに向かったのではなかったようですね。ついでにいうと、
モンストルレは「続く日曜日、王妃がパリに来た」と書いている。これは権兵衛は書いてい
ない。
　和議のことは、9月6日に触れが回ったと権兵衛は書いている。モンストルレは「聖母御
誕生の翌日、王の書状がパルルマンで読み上げられた」と書いて、権兵衛を補っている。い
かがですか。権兵衛の日記は、あっちへ行ったり、こっちへ来たり、右往左往していますが、
それでも骨格はしっかりしている。なぜって、権兵衛はご時世の推移を、ある時点で、なん
とかまとめようと努力している。それに付いていってやらなければ。それがどの時点なのか。
そこが興味深いところなのだが、まあ、1412年の記事も、あとすこしです。まず、読んであ
げることにしましょう。
45（57）
　9月27日、火曜日、サンコーム、サンダミアンの祝日、ジャン・ドゥ・モンタグがパリの
絞首台から降ろされた。以前、王家大番頭で、過失のことがあって首を斬られたのだ。遺骸
はモークーシの、生前かれの寄進で建立されたセレスティン修道院へ運ばれた。
［注釈］「サンコーム、サンダミアンの祝日」
　この祝日は「9月27日」で、権兵衛はなんと馬から落ちて落馬している。コスマとダミア
ンはディオクレティアヌス帝の迫害に際して殉教した。Cyrでと『ミッセル』は解説してい
るのだが、どこか分からない。tyrで、「ティルス」かもしれないし、　cypre「キプロス」の
フォノグラフィーかもしれない。cypreは「シル」と発音されていた可能性がある。東教会
で尊崇された聖人らしく、病気の治療がらみの伝えが多いことから、医者だったのではない
かと考えられている。
　「王家大番頭」
　どうぞ10項の注釈をごらんねがいたい。「モークーシ」のことも、「セレスティン」のこと
も書いておきました。だから、ここでおもしろいのは、じつはこれを指揮したのが王太子ル
イだったことで、43項で悪口をいっているように、権兵衛はこの若者をあまり高く評価して
いないが、どうも権兵衛は目がないようで。この時期の政治社会史的状況は、あまり党派対
立にこだわっていると、王家の上級役人の動きが見えてこない。わたしは「第三の党派」と
いっているが、王太子ルイは、この時期、王家上級役人たちの希望の星だったのです。
46（58・59）
153
　続く10月23日、日曜日、王がパリに入城した。民衆は、王を迎えて、ここ12年間でもっと
も盛大な祭を楽しんだ。なにしろ身分の高下を問わず、こぞって、かなだらいやなにかを叩
いて遊んだのだ。ブルボン侯や甥のヴェルトゥ伯、その他大勢が王と一緒にやってきた。そ
うして王と一緒にパリにいて、王の愛顧を受け、平和になって大喜びの民衆の好意を集めた
ので、だれしもがかれらの誠は変わることがないだろうと思っていた。ところがそうではな
かった。かれらが狙っていたのは王の破滅であり、とりわけてボーン・ヴィル・パリとその
善良な住人たちの破滅であったのだ。そうしてかれらは、そのまがまがしい意図を達成せん
がために、悪意を抱いて、大いに働いたので、王と公共の利益を愛し愛し続けてきた多くの
人々も、かれらの間違ったよこしまな意図に従ったのである。フランス王妃の弟がそのひと
りだったし、パリ代官ペール・デゼッサー他、大勢いた。とりわけこの代官は、そううぬぼ
れるのも当然なほどに、ここ百年のパリ代官が手にしえなかったほどの王の愛顧、また民衆
の好意を自分のものにしていたのだ。ところが、あまりに態度が悪かったので、逃げ出さざ
るをえなくなり、王妃の弟のバヴェール侯とか、バー侯エドゥアーとか、ジャック・ドゥ・
ラリヴェールとか、その他大勢の騎士や楯持ちがかれと一緒に逃げたのだ。412年2月の末
のことで、事態は何日ものあいだ、そのままになって、もうだれもがわすれてしまったほど
だった。
［注釈］テユテイは58項を「その善良な住人たちの破滅であったのだ」までで止め、原文で
はet　des　bons　hitansまでだが、続く（テユテイの番号付けでは）59項とのあいだにスペース
をあけて、中央に［1413］と年数を入れている。
　どうしてここで切ったのか。ご覧のように文章は続いている。コンテクストに無理はない。
まあ、「続く10月23日」と書き始め、文末に「412年2月の末のことで」と日付を入れている
ので、どこかで切らないとおかしいと思ったのかもしれない。ちなみに「412年」と書いて
いるのは、中世では新年は復活祭からはじまった。2月はまだ旧年、1412年なのです。
　閑話休題。テユテイさんはその点、なにもコメントしてないが、テユテイさんに忠実に
従っているボーン女史は、御両所の考えで59項の書き出しにあたる文節「王と公共の利益を
愛し愛し続けてきた多くの人々も」の、原文ではque　plusis（que　plusieurs）に脚注して、「ブ
ルギニョンによる権力の独占が王妃イザボーと王太子ルイの周囲にレティタンスをかき立て
た」と書いている。「レティタンス」というのはじつに特別の言葉遣いで、修辞学の方で「黙
説法」というのだそうです。まあ、「声にならない声」といいたいのでしょう。これで読めた。
ボーン女史は「そのまがまがしい意図を達成せんがために、悪意を抱いて、大いに働いた」
かれらを（原文では主語の「かれら」は省かれている）「ブルギニョン」、ブルグーン侯の与
党と読みたがっている。党派対立という包丁でさばいて、ブルグーン侯の強権を料理の大皿
に盛りつけようとする一頃までの歴史学が、ボーン女史の本の中で踊っている。お読みいた
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だいて、お分かりいただけたかと思う。権兵衛はそんなに「分析的に」事態を眺めてはいな
い。
　「かなだらいやなにかを叩いて遊んだのだ」と遊ばせてもらいましたが、petiz　et　grans
bassinoientには閉口する。　petiz　et　gransは「身分の高下を問わず」でいいと思うのだが、
bassinoientは、これは、中世のオルトグラフではbacinerで、なにしろbacin「かなだらい」
でなにかをするという意味です。トブラー一ロンマッチ御両所は「水をかける」という意味
で使う用例しか拾っていない。権兵衛は3項にもこの語を使っているが、そこでは
bassynoiet　debassinsと、「バシンでバシンする」と丁寧なことでした。
　「パリ代官ペール・デゼッサー」
　これは10項に初出する。そこでは「ペール・デ・エッサー」と書いたが、これは目下考慮
中。かれは1408年から代官職についたが、素性はよく分からない。パリの町人だったという
し、スコットランドに仲間と一緒に出掛けて、傭兵として働いたともいう。モンストルレは、
一時期、かれはベリー侯家に奉職したが、ブルグーン侯の庇護を受けるようになったと書い
ている。ベリー家に奉職した事実はなさそうだが、ベリー侯との関係はまんざら否定もでき
ないようだ。これはファミリエッティという研究者が紹介してくれている史料だが、1410年
11月の日付のベリー侯の手紙があって、それによると、その時期、ベリー侯は甥のブルグー
ン侯にかなり接近していて、王太子ルイの後見職を保証しよう。また、ペール・デゼッサー
が望む官職はなんであれ、希望を入れるように尽力しようと約束したということだ。
　ベリー侯すなわちオルレアン党派という教条主義的見方からすると、この手紙は偽物だと
捨ててしまわれかねない。どうもこの時期の動向を党派対立という軸を立てて裁断しようと
するのはよくない。ペール・デゼッサーという人物そのものが社会政治史的立場のあいまい
さを示している。だから「かれらの間違ったよこしまな意図に従って」、かれがベリー侯や
オルレアン侯の立場についたからといって、おどろくことはない。権兵衛はとりわけておど
ろいてはいない。パリ代官はノルマンディーの「シェルブールに逃げて、そこの隊長になっ
た。かれはしばらくそこにいた」とモンストルレは書いている。
　「ヴェルトゥ伯」
　オルレアン侯シャルルの弟で、1396年の生まれだから、従兄弟の王太子ルイの一歳年上。
ヴェルトゥはマルン（マルヌ）川の南岸。エペルネーの南20キロ。1420年に死んでいるので、
あまり名を売ってはいない。そのせいもあって、『ブルゴーニュ家』に「ヴァロワ・ブルゴー
ニュ関係系図」を載せたが、それには省略してしまった。
　「王妃の弟のバヴェール侯」
　「バヴェール」はドイツ語原音で「バイエルン」で、14世紀の末に四つに分割されて、そ
れぞれに侯家が立っている状況になった。ドナウ川上流域を領するバイエルンーインゴル
シュタット家の当主ステファン3世とその妻のタデアの娘がフランス王妃イザボー・ドゥ・
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バヴェールであり、その息子が、ここにいう「王妃の弟」ルートウィヒだ。ルートウィヒは、
この翌年、1413年に侯家を相続することになる。ちなみに、姉弟の母親タデアは、ミラノ侯
家ヴィスコンティ家の女である。
　「バー侯エドゥアー」については、どうぞ13項の注釈をごらんください。「ジャック・
ドゥ・ラ・リヴェール」については、こちらはまだ項番号を確定できないので、さしあたり
テユテイの項分けで66項の記事をどうぞ。
47（60）
　この間、王と平民を愛すること篤かった大学は、呪わしくも邪な裏切りについて、書面を
もって説教した。なんとも入念に、適切な判断を示したのだ。その頭目級の連中の顔ぶれは
貴賎の別がなかったのだ。大学はとりわけて破滅をもたらす力ある者たちの名前を注意深く
書き出した。ところが、この間に、逃げ出したと前に書いたあの者どもが戻ってきた。そう
して、なに食わぬ顔をして、死んだモルタン伯の妻と、王妃の弟、バヴェール侯の結婚を画
策したのだ。結婚式を遠くであげて、王をそこに連れて行く。自分たちがパリの支配者にな
るためだ。そうやって、なんとも悪辣なかれらの欲望を満足させる。これがかれらの邪な計
画だった。それを察知した大学は、ブルグーン侯と商人頭に通報した。商人頭はアンドレ・
デペルノンといい、キンクェンプェ通りの生まれだった。また、助役たちに知らせた。そこ
で商人頭は、ボーン・ヴィルと大学の学僧たちに武装させた。結果、あの者どもは力を殺が
れ、弱められて、サンタンテーン砦へ逃げ、力ずくで、中に入り込んだ。それが、王妃の弟
は、なに食わぬ顔をして、なにも知らない振りをして、王に仕え、王から離れることがな
かった。
［注釈］「書面をもって説教した」
　「説教した」の原語はilz　orentで、この動詞変化形はavoir「持つ」のものと見まちがえら
れやすい。ここはorerの変化形で、クレダはprier、トブラー一ロンマッチ御両所はbeten
と解している。「祈る」です。後代のoraisons「諌詞」の動詞です。「書面をもって祈る」と
いうのも変だから、「説教する」としたが、信徒の側からすれば、教会や大学の発言はおし
なべて「説教」ということで、言葉遣いはそれなりに理解できる。
　「死んだモルタン伯の妻と、王妃の弟、バヴェール侯の結婚」
　モルタン伯はペール・ドゥ・ナヴァール、ブールジュの戦陣で病死した。これの妻、アラ
ンソン家の女カトリーンと、王妃の弟、ルートウィヒ・デア・バイエルが結婚したのは3月
4日。それが、どこで結婚式があげられたのか、どの本を見ても、関心を払っていない。モ
ルタンはノルマンディー南部、ブルターンに近い。アランソンはその南南東70キロほどの都
邑だが、カトリーンはアランソン家を出ているのだから、そこは関係がない。ルートウィヒ
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はモルタンまで出掛けたか？　権兵衛はそこに引っ掛けているのか？　モルタン伯ペール・
ドゥ・ナヴァールはシャルル6世の従兄弟にあたる。シャルル6世の叔母ジャーンの次男坊
である。兄のシャルルが父親のナヴァール王位を継ぎ、ペールはモルタン領をもらった。カ
トリーン・ダランソンも、ヴァレ（ヴァロワ）家の分家の家柄だ。ヴァレ家初代フィリップ
のただひとわの弟シャルルの家系です。わたしがいうのは、これはなにも党派対立から結果
した政略結婚とかなんとか、そういうのではない。ヴァレ家家集団の自律的活動である。
　　「商人頭に通報した」
　　それがマシオは「商人頭」と書いてはいない。「プレヴォ・デ・マレショー」と書いていて、
これが何者かの詮索は『遺言の歌』下巻の171節の注釈をご覧ねがいたい。大づかみにいえ
ば王家軍隊の「侍大将」である「マレショー（マレシャル）」の監察官のような役所です。MP
の親方といえばわかっていただけるかな。ここは、しかし、MPがジープで乗り付ける場で
もない。テユテイはあっさりprevost　des　marchansと校訂して、当然の処理だと注記してい
る。「商人たちの代表」ということで、平たくいえば「市長」ということです。
21（21）　［fo互io　16v，1．20］
　　Item　le　xvj（a　l，6P．　dr．，　e）jour　doct／estoient　les　arminaz　empres　le　moullin　avent／audess
desainct　ladre　adonq　yssirent　ceulx／depis　sans　gouverneur　et　allerent　sur　eulx／tous　nuds
darmes　f6rs　que　detrait　et／depicques　deflandres　et　les　auts　estoient／bien　armez　et　vindrent　sur
lachaussee　a／eulx　et　tantost　en　tueret　bien　de　lx　a　i両（b　1’6P．　dr．，　xx）／et　leur　osterent　quant
quilz．avoient　jusqs／aux　brayes　et　plus　eneussent　tue　largemt／ce　ne　fust　lecheml　qul　estolt
estroit　et　lanuyt／qui　venoit　car　non　pour　tant　moult　de／ceulx　depis　furent　navrez　ainsi　advint
22（22）　［folio　17r，1。1］
　　Adong　estoient　ceub【deparis　moult　esbaihez／car　on　ne　savoit　nulle　nouvelle　duduc／debourg
et　cuidoit　on　quil　fUst　mort／Et　il　estoit　alle　traicter　aux　englois　en／angleterre　et　revlnt　aparls
leplustost　quil／pot　Et　yentra　le　xxiij　jour　doctobre　oud　an／Et　amena　en　sa　compaignie　bien　de　vij
a／viij（b　1’6P．dr．，　m）englois　avec　ses　gens　et　le　xxv（b　1’6P．　dr．，　e）jo／dud　moys　allerent　les
angloys　escarmouche／aumoulin　auvent　et　tuerent　moult　des／arminaz　et　de　leurs　chevaulx
parforce　de／traict
［Tuetey］（mOulin　auvent）moulin　a　vent
23（23）　［folio　17r．，　L12．］
　　Item　le　vi項our　de　novembre／ens　oud　an　fist　chune　diseme　selon　sapuissan／decompaignons
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vestus　de　jacquez　et　armez／et　firent　leur　monstre　ced　jour　et　furent　bn／xv〕’ou　xj両cens　tretous
fors　homes　et　ce　jo／environ　dix　heures　de　nuit　party　depis／leduc　de　bourgongne　avec　lui　les
compaign／dessd　et　les　anglois　et　alla　toute　nuyt／asainct　cloud　et　pty　p　laporte　saint　jacqs／et
quant　il　fut　devant　lepont　de　st　cloud／il　fut　le　point　dujour　Adong　il　fist　assailli／led　pont　et　laville
qui　estoit　toute　plaine／de　tres　puissans　gens　darmes　arminaz／qui　moult　se　deffendirent　mals
pou　leur／valut　car　tantost　furent　desconfiz　et　tous／mis　alespee　et　furent　bien　Vj（a　l’6p．　dL，　c）
tuez　et　le　faulx／traistre　qui　avoit　vendu　led　pont　fUt　pns／en　leglise　desainct　cloud　auplushault　du
／clocher　vestu　enhabit　dun　prestre　et　fUt／（f61io　17v）admene　aparis　en　prinson　Et　leduc　debourg
fist／mectre　lefeu　dedens　lepont　leveys　dont　il　sen／noya　bien　iij（b　l’6p．　dL，　c）et　dit　on　que　ce
（ces　5　mots　biff6s）depaour　et／dehaste　dentrer　en　la　tour　Et　dit　on　que　ce／fUt　ung　des　beaux
assaulx　qon　eustpoint／veu　passe　a』long　temps　car　une　ptie　delaplu／grant　f6rce　des　armlnaz
estoient　en　lato（註1’6p．　dr．，　r）／si　que　on　ne　lapeust　av　si　legiement（legierement）Et／aussi　tous
les　arminaz　desainct　denis　yvind／delaut　coste　de　leaue　si　ne　porent　riens　f（a　ll6p．　dr．，　r）／lun
alaut　que　gaster　leur　traict　Lors　fist／1educ　debourgongne　retraire　ses　gens　et／sen　revlnt　aparls
pour　aller　assaillir　ceulx／desainct　denis　Et　lelendemain　allerent　a／sainct　denis　leprevost　et
enguerren　et　ceulx／deparis　mais　ilz　ny　en　trouverent　nulz／tous　sen　estoient　fuiz　la　nuyt　de
devant／et　pass　larivyere　par　ung　Pont　de　boys／quilz　avoient　fait　en　lad　ville　dest　denis
［Tuetey］（dun　prestre　et　fut）d，un　prestre．　Il　fut（lad　ville　dest　denis）ladicte　ville　de　Sainct－Denys
24（24）　［folio　17v」，1．20－一］
　　Et　ce　jour　q　noz　gens　fUrent　asaint　denis／estoit　lavigille　sainct　mtin　dyver　et　fut　ce／jour　faicte
pcession　genalle　anre（anotre）dame　de／paris　et　la　devant　tout　lepeuple　fut　maudicte／et
excomuniee（avec　signe　d’abrege）toute　lacompaignie　desarmin（avec　signe　d，abr．）／et　tous　leurs
aidans　et　confortans　et　fUret／nomez　p　nom　tous　les　grans　signeurs　de／1amaldicte　bande　cestass
leduc　deberry／leduc　de　bourbon　le　conte　dalencon　lef加lx／conte　darminac　leconnestable
larcevesque／de　sens　frere　dudevand　dit　montagu　robert／detuillierez　lieut　duprevostdepis　frere
jacqs／legnt（avec　signe　d’abr．，　legrant）augustin　qui　Hpis　conseilloit　detous／（folio　18r・）Et・fUrent
excomuniez　delabouche　dusaint　pere／tellement　quilz　nepovoient　est　absoulz　par　ptre　nul　ne
prelat　q　du　sainct　pere　et　en／article　de　mort　e切ou切foys　devant／avoit　este　faicte　aparis　telle
pcession　et　tel／excomuniemt　sur　lafaulce　bande
25（25）　［fblio　18r．，1．6～］
　　Item　lejeudi／xij　jour　de　novembre　oud　an　fut　mene　lefaulx／traistrecolinet　depisex　lui　vij（a　r6p・
dr．，　e）es　halles　depis／lui　estant　en　la　charrecte　sur　ung　aiz　plushault／que　les　auts　une　croix
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defust　v（biff6）en　ses　mains／vestu　come　il血t　pns　come　ung　prestre　en／celle　manierefut　mis　en
leschauffaust　et　despoullie／tout　nu　et　lui　coPPa　on　latestealui　vi（h　P6P．　dr，　e）et　le　vij（a　l，6P．　dL，
e）／fut　pendu　car　il　nestoitpas　de　leur　faulx　bande／et　cel　colinet　faulx　traistre　fut　despece　les／
quatre　menbres　et　achuns　des　maistres／portesdeparis　lun　deses　menbres　pandll　et／son　corps
en　ung　sac　augibet　et　leurs　testes／es　halles　sur　six　lances　come　faulx　traistres／quilz　estoient　car
on　dis　tout　ctainement／que　led　colinet　par　sa　faulce　et　desloyaute／traison丘st　dommaige　deplus
de　ij（h　1’6p．　dr．，　m）lyons　en　france　sans　plusieurs　bonnes　gens　qui　est（avec　signe　dlabL）／avec　lui
quil　fist　tues　les　uns　les　aut　ranconner／Les　auts　emener　en　tel　lieu　que　on　ouy　puis／nouvelles
puis　fist　on　maintes　justlces
［Tuetey］（quatre　menbres）quatre　membres（deses　menbres）de　ses　menbres
26（26）　［folio　18r．，1．26～］
　　Ce／pendant　alla　mons　deguiene　debourgogne（avec　signe　d’abr．）／devant　estampes　qui　estoit
delabande　et　y／yfllrent　par　plusieurs　jours　tant　q　p　miner／que　p　assault　ilz　se　rendirent　auroy
asavoulente／（folio　18v．）　Et　fUt　prins　lecappitaine　nome　bourden　leque1／fut　mene　en　pnson　en
flandres　et　depuis　ot　sapaix　puis　refut　pns　ung　aut　chevalier　delabande　noe／mess　manssart
dubois　ung　des　beaux　chler　q　on　peust　voir　Lequel　ot　la　teste　coupPee　es　hall／deparis　et　de
saforce　deses　espaulles　depuis／quil　ot　lateste　coupPee　bouta　letronchet　si　f6rt／qua　pou　tint　quil
ne　labaty　dont　lebourreau／ot　telle　freour・car　il　en　mouru・a（ne　pas　biff6）tantost　aps／six　jours　et
estoit　nome　maist　guieffroy　Apres／fut　bourrel　cappeluche　son　varlet
27（27）［folio　18・v，　L11］
　　Et　en　ced／an　fut　fait　connestable　defrance　le　conte　de／sainct　paul　nome　messye　galleren　et
alla／en　laconte　dalencon　et　la　estoit　messye　anthoie／decraon　lequel　devoit　avoir　journee　au
conte／dalencon　lequel　nosa　oncques／venir　si　sen／revint　led　connestable　et　en　revenant　lecuida
／destruire　lesigneur　degaucourt　qui　auoit　bn／en　sacompaignie　mil　homes　darmes　mais／par
lagrace　de　dieu　led　gaucourt　et　sesgens／gens　furent　desconffys　honteusement　et　en　fust／tuez
bien　vjc　et　bien　cent　noyez　Et　bien　cinqte／des　plus　gros　prins　mais　gaucourt　eschappa／par　bon
cheval　En　icellui　temps　se　firent　pluss（plusieurs）／escarmouches　dont　on　ne　fait　nulle　mencion／
car　on　ne　faisoit　rien　adroit　pour　les　traistres／dont　leroy　estoit　tout　advirone
［TUetey］（cuida　destruire）cuida　ruyner　et　destruire（ses　gens　gens　fUrent）ses　gens　furent
28（28）［folio　18v，　L27］
　　en　lan　iiij（h　1’6P．　droite　c）／et　xij　vi（b　1’ep．　droite　e）jour　de　may　ce　mist　le　roy　sur　les　chaps／
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avecques　lui　son　aisne　filx　leduc　deguiene　leduc／debourgongne　etplusieurs　auts　et　allet　droit
enaussre／（folio　19r．）La　furent　aucuns　jours．　De　la　se　deptirent　et／allerent　assgie　lacite
debourges　ou　este／1educ　deberry　anxien　debien　pres　de　iiij（b　1’6P・droite　xx）／ans　oncle　dud　roy
defrrance　maistre　et　menist／detoute　traison　delad　bande　cruel　cont　le／menu　peuple　autant　q　fUt
onCques　tirant　Sarasin／et　aux　siens　come　auts　pour　quoy　llest　asslege
29（29）［folio　19r，1．8］
　　Et　sitost　que　ceulx　deparis　sceurent／que　leroy　estoit　en　laterre　de　ses　ennemis　par／comun
conseil　ilz　ordonnerent　les　plus　piteus／pcessions　qui　oncques　eussent　este　veues　de／aage
dehome　cestassavoir　lepenultime　jo／de　may　oud　lan　jour　delundy　firent　pcess／ceulx　dupalais
deparis　les　ord　mendians／et　auts　tous　nuds　piez　portans　plusieurs／sainctures　moult　dignes
portant　lasaincte　vraie／croix　dupallayes　ceulx　deplement　dequelq／estas　quilz　fUssent　tous　deux
et　deux　quelq／xxx（a　1’6p．　droite　m）psonnes　apres　avecqs　tous　nudz　piez
［Tuetey］（oud　lan）oudit　an　（plusjeurs　sainctures）plusieurs　sainctu［ai］res（vraie　croix）vraye
croix
30（30）［folio　19r，　L20］
　　Lemardy　derrnier　jour　demay　dud　an／ptie　des　proiss　deparis　firent　pcession　et／leurs
proissiens　autour　deleurs　proisses　tous／1es　pbies　revestuz　de　chapPe　ou　de　sourpeliz／chun
portant　ung　sierge　en　samain　et　reliquez／tous　piez　nudz　lachasse　sainct　blanchart　dest／magloire
avecques　bn　ij（a　1’6P．　droite　c）petiz　enfens　devant／touz　pie　nudz　chun　cierge　ou　chandelle　en
saman／（fblio　19v）tous　les　parroissiens　qui　avoient　puissance　une　torche　en／leur　main　tous　piez
nudz　femmes　et　hommes
31（31，32，33）［folio　19sろL2］
　　Le　mercredy　ens　premier　jour　de　juing　oud　an　en　la丘）re／et　maniere　du　mardy　fut　fヨicte
Iapcession　Le　jeudy／ensuivant　fut　le　jour　dusainct　sacment　lapcession　fut／faicte　come　on　a
acoustume　Le　vendredy　ens／両（h　l’6P．　droite　e）jour　de　juing　oud　an　fut　faicte　laplusbelle　pcess／
qui　oncques　fut　guer　veue　car　toutes　les　proisses／et　ordres　dequelque　estat　quilz　fUssent　allerent
tous／nudz　piez　portant　come　devant　est　dit　sainture　ou／cierge　en　habit　de　devocion　Du　comun
plus　de　x1（a　l，6P．　droite　m）／psonnes　avecques　tous　nudz　piez　et　a　jeun　sans　auts／secrectes
abstinnances　bien　plus　de　ii輯（a　ll6p。　droite　m）torches／allumees　En　ce　point　allerehnt　portant　les
stes／reliques　asainct　jehan　en　gve　La　phnderent　le／precieulx　corps　noss　que　les　faulx　juifS
boulliret　en　grant　pleures　en　grans　lermes　en　grant　devocion／et　fut　livre　a　i司evesques　lesquelx
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1eporterent／dud　moustiers　asaincte　geneviesve　a　telle／compaignie　depeuple　comun　car　on
affmoit／que　ilz　estoit　plus　de　lij　mil　la　chanterent　la／grant　messe　moult　devoctement　puis
rapPorteret／les　sainctes　reliques　ou　ilz　les　avoient　pnses　a　jeun
32（34）［f61io　19v，1．24］
　　Le　samedy　ens　iiij（a　1’6P．　droite　e）jour　dud　moys　oud　an／toute　luniversite　de　quelque　estat
quil　fUst　sur／peine　depvacion　furent　alapcession　et　les　petiz／enffens　des　escolles　tous　nuds　piez
chun　ung／cierge　allume　en　samain　aussi　bien　leplusgnt／que　lepluspetit　et　assemblerent　en　celle
hmlite／aux　mathurins　dela　sen　vindrent　asaincte／katherine　duval　des　escolliers　portant　tant　de
／sainctes　reliques　que　sans　nombre　la　chanterent　lagnt　messe　puis　revindrent　a　cueur　jeun
33（35）［folio　20r，｝．1］
　　Le　dimenche　ens　v（a　l’6p．　droite　e）jour　dud　mois　oud　an　vindrent／ceulx　desainct　denis　en
france　aparis　tous　piez　nudz／et　apPorterent　vij　corps　sains　lasaincte　oriflamble／celle　qui　fUt
portee　en　flandres　le　sainct　clou　laste／couronne　que　deux　abbez　portoient　acompainez／de）dil
banieres　deprocession　Et　alencont　deulx／alla　laparroisse　sainct　huitace　pour　lecorps　st／huitace
qui　estoit　en　lune　desdictes　chasses　et／sen　allerent　droit　aupalays　deparis　tous　la／dirent　lagrant
messe　en　grant　devocion　puis　sen　allerent
［TUetey］（vij　corps　sains）sept　corps　saints
34（36）［fblio　20r，1．11］
　　Lasepmaine　ens　tous　les　jours　firet／moult　piteus　pcessions　chun　ason　tour　et　les／villaiges
dentour　paris　semblablement　venoiet／moult　devoctement　tous　nuds　piez　priant　dieu／que　p　sa
saincte　grace　paix　fust　refourmee　ent／le　roy　et　les　signeurs　defrance　car　par　laguerre／toute
france　estoit　moult　empiree　damis　et　de／chevance　car　on　ne　trouvoit　rien　auplain　pais／qui　ne　lui
portOlt
［TUetey］（toute　france）tout　France
35（37）［folio　20r，1．19］
　　Item　lelundy　ens　vj（a　1’6P．　dr．　e）jour／dud　mois　de　juing　aud　an　allerent　ceulx　de／sainct　martin
deschamps　avecqs　eulx　plusieurs／proiss　deparis　et　duvillaige　tous　nudz　piez／acopaignez　comme
devant　de　luminaire　et　de／reliques　aSainct　gmain　desprez　La　dirent　lagnt／messe　en　grant
devocion　Et　les　auts　proisses／allerent　aux　martirs　et　la　chanterent　lagnt／messe　Et　ceulx
desainct　katherine　duval／des　escolliers　vindrent　chanter　lagrant　messe／asainct　martin　des
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champs
36（38，39）［folio　20r．，1．29－一］
　　Item　les　mardy／et　mcredy　viij（b　1，6P．　dr．　e）eviij（b　r6P．　dr．　e）jours　dud　moys　oudit　an／（20v）
fist　on　procession　les　proissiens　autour　deleurs　proiss／Item　le　jeudy　ix（a　1，6P．　dr．　e）jour　dud
mois　aud　an　furent　plusieurs／proiss　acompaignes　detresgnt　peuple　deglise　et／decomun　tous
nuds　piez　agnt　reliquiaire　et／luminaire　et　en　ce　point　allerent　aboullongne　lapetite／lafirent　leur
devocion　et　dirent　lagrant　messe　puis／sen　revindrent
37（40）［folio　20v，1．7］
　　Item　levendredy　ens　x（b　1’6p．　dr．　e）jour　dud／moys　aud　an　fUt　faicte　procession　generalle　une／
des　plus　honnourables　que　on　eust　oncques　veue／car　toutes　les　eglises　colleges　et　prolss　y
furent／tous　nuz　piez　et　tant　depeuple　que　sans　nomb（b　1’6p．　dr．　e）／car　lejour　dedevant　avoit　este
comande　que／de　chun　hostel　y　fUst　une　psonne　Et　pour　celle／devote　pcesslon　plusieurs　prolss
des　villaig／dentour　paris　y　vindrent　en　grant　devocion／et　de　moult　loing　come　deplus　de　quat
grosses／lieues　come　depdela　villeneufve　sainct　george／de　mongison　et　dauts　villes　voisines　et
vindret／atoutes　les　reliques　dont　ilz　porent　finer　tous　nuds／piez　tresanxiens　femes（biffe）
homes　femmes　grosses／et　petiz　enfens　chun　cierge　ou　chandelle　en　samain
38（41～47）［fblio　20v，1．22］
　　Les　sabmedy　et　dimenche）（j　et　x輻（a　1「6P．　dr．　de　ces　deux　nombre　e）jours　dud　moys／oudit　an
on　fist　pcess　comune　autour　des　proiss　Lelundy　x珂（a　ll6p．　dL　e）jour　dud　moys　oud　an　vindrent
ceulx／desainct　mor　desfbssez　acompaignez　de　xvi奪／banieres　des　reliquez　tresgrant　fbison　vingt
croix／tous　piez　nudz　anre　dame　deparis　chanterent／lagnt　messe　Lemardy　ens　xiiij（a　l’6p．　dr．　e）
jour　dud　moys／oud　an　allerenht　ceub【deparis　en　pcess　asaint　anthoie（avec　le　signe　dlabrege）／
des　champs　la　dirent　lagrant　messe　Le　mercredy／ens　xv（b　r6p．　dL　e）jour　dud　moys　oud　an　fut
ねicte　pcess／autour　des　parroiss　Le　jeudy　ens）的（a　1’ep．　dL　e）jour　dud／moys　oud　an丘rent　les
proiss　depis　les　pcessions／aux　mtirs　eta　momartre　la　chanterent　Iagnt　messe／［f61io　21r］Le
vendredy　ensuivant　allerent　asainct　denis　en　france　cestass（b　r6p．　dL　r，　vraisemblablement）／
sainct　paul　et　sainct　huytasse　les　gens　tous　nudz　piez／la　dirent　lagrant　messe　et　tant　comme
onfist　ces　pcess／ne　fist　jour　quil　ne　pleust　tresfbrt　que　les　trois／premiers　jours　pour　vray　ceulx
de　meaulx　vind／asainct　denis　et　depontoise　et　degonesse　et　depdela／vindrent　aparis　en　pcession
39（48－－51）［folio　21r．，1．7］
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　　Le　sabmedy　ens　firet／ceulx　dehastellet　tous　grans　et　petiz　procession　Le／dimenche　ens
pcession　aux　proisses　Le　lundy　ens／sainct　nicolas　saint　saulveur　sainct　laurens　alleret／a
notdame　deboulongne　lapetite　en　lamaniere　que／dit　est　devant　Le　jeudy　ix（b　1’6P．　dr．　e）jour　dud
moys　tretoit／letemps　que　le　roy　fUt　hors　deparis　firent　ceulx　de／paris　et　ceulx　des　villaiges
dentour　pcession／comme　davant　est　dit　et　alloient　chun　jour　p／ordre　en　procession　aux
pellerinig　de　nredame／entour　paris　come　aublanc　mesnil　come　au／mesche　et　aux　lieux　plus
renomez　de　devocion
40（52）［fdio　21r，1．19］
　　Et　fut　vray　que　lesabmedy　iij（e）lour　dud　moys／deluing　ariva　le　roy　defrance　avec　son　aoust／
devant　la　cite　debourges　en　berry　et　quant　ilz／furent　devant　ilz　assaillirent　laville　moult　asp（e）
mt　et　les　arminaz　se　deffendirent　moult　fort　mais／moult　fUrent　agrevez　Si　demandirent　triefves
／si　furent　donnees　deux　heures　non　plus　ung　Peu／avant　que　les　treves　furent　faillies　yssirent　hors
／les　faulx　traistres　agrant　compaignie　cuidant（mot　illisible；Tuetey　lit　trayr）／et　sourprend　noz
gens　qui　point　ne　sen　gardoient／mais　lavangarde　les　reculla　moult　asprement　et／si　ferirent　en
eulx　si　cruelement　que　tous　les　firet／flatir　jusques　aux　portes　et　lafurent　de　si　pres／hastez　les
traistres　que　lesire　degaucourt　conduisoit／que　en　laplace　en　demoura　plus　de　vij（h　1’6p．　dr．　xx）
homes／de　nom　tous　mors　et　fbison　pns　Lesquelx　recognu（deux　caractさres　biff6s）t（on　lit：
recognurent）／（folio　21v）quilz　cuidoient　emener　le　roy　pf6rce　et　tuer　leduc　de／bourgongne　Mais
dieu　les　en　garda　celle　fbys／puis　passerent　plusieurs　lours　sans　aucun　assault
41（53）［folio　21v，　1．4］
　　Cepend　eulx　rendirent　ceulx　duchastel　desansserre／lesquelx　avoient　fait　moult　degrief　en　lost
car／aucomencement　dusiege　p　ceulx　la　et　pauts　pain／yestoit　si　cher　que　ung　home　neust　pas
este／saoul　depain　aung　repas　pour　iij　sp　mais　tantost／apres　par　lagrace　de　dieu　il　vint　ass
devivres／et　si　estoient　bien　en　lost　plus　de　l　mil　homes／acheval　sans　ceulx　depie　qui　estoient
grant　foison
42（54）［f61io　21v，1，12］
　　Item　vers　lafin　de　juillet　quant　tout　lepauvre　qmn（on　lit：commun）／et　debonnes　villes　et
duplat　pais　furent　touz　meng／les　ungs　par　tailles　les　auts　par　pillaige　ilz　firet／tant　que　ilz　firent
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　d
traicter　au　jeune　duc　de　guiene／qui　aisne　filx　du　roy　estoit　et　qui　avoit　espousee／1afille　auduc
debourgongne　tant　quil　leur／accorda　p　faulx　traistrez　pvez　qui　estoient　ento（h　1’6p．　dr．　r）／le　roy
quilz　les　feroit　tous　estre　en　labone　paix／duroy　et　ainsi　lefist　il　qui　que　le　voulsist　veoir／car　chun
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estoit　moult　agve　de　laguerre　pour　legrant　6hault　quil　fais　car　on　disoit　que　de／aage　dehome　qui
fUst　navoit　on　veu　faire　signt／chault　come　il　faisoit　et　si　ne　plut　point　de／puis　lasainct　jeh　bapte
quil　ne　fust　deux　jours／en　septembre　Si　furent　les　arminaz　si　grevez　／　quilz　estolent　come　tous
desconfiz　par　tout　le／royaulme　quant　ce　faulx　conseil　traicte　fUt　ainsi／machine　et　fut　ordonne
quilz　vendroient　tous／en　lacite　daussoirre
43（55）［folio　21v，　L30］
　　En　ce　temps　fUrent　pluss／comunes　come　depis　de　rouen　et　depluss　auts　boes　villes／（f61io　22r）
devant　eulx　et　gaingnerent　tantost　laville　et　moult　tueret／degens　duplain　pais　que　tous　ce
rebelloyent　en　tout　lepais／debeausse　car　ilz　avoient　tant　depaine　et　decharge　de／gens　darmes
quilz　ne　savoient　ausquelz　obeir　si　se　tindrent　aux　arminaz　qui　la　estoient　les　plus　f6rs／pour
letemps　que　lamalle　guerre　comenca　Et　quant／lesd　comunes　vindrent　adreux　ilz　les　trouverent　si
／rebelles　quilz　les　tuerent　tous　et　les　faulx　traistres／arminaz　gens　darmes　qui　les　devoient
secourir／sen　fouirent　au　chastel　delad　ville　et　laisserent／tuer　les　pauvres　gens　et　puis　fUrent
assegez　de／noz　gens　decomun　si　asprement　quilz　ne　se　poaiet　／　plus　tenir　quant　ung　chlr　qui
estoit　maistre／gouvneur　desd　comtmes　comme　faulx　traistre／fist　laisser　lassault　et　print　grant
argent　des／arminaz　et　fUt　dutout　delabande　Et　si　disoit　on／que　cestoit　ung　des　bons　defrance　et
ne　se／savoit　on　en　qui　fier　car　il　mist　noz　gens　en／tel　estat　qui　leur　covint　partir　a　mynuyt　p（a
I’6p．　dr　r）eulx　en　venir　aparis　ou　autment　eussent　este／touz　tuez　par　les　faulx　traistres　et　auts
gentilz／hommes　qui　tant　les　hayoient　qui　ne　les　povoiet／souffrir　pour　ce　quilz　besongnoient　si
bn　car／qui　les　eust　creuz　ilz　eussent　nectoie　le　royaulme／defrance　des　faulx　tralsres　en　malns
dun／an　mais　aultment　ne　pot　est（estre）car　nul　prudo／ne　fust　escoute　en　ce　temps　Et　pource
fUt　fait／paix　du　tout　aleur　g（a　1’6p．　dr．　e，　vraisemb．　on　lit　gre）qui　que　le　voulsist　voir／car　le　roy
estoit　touziours　malade　et　son　aisne／filz　ouvroit　asa　voulen　plus　que　de　raison／（folio　22v）
et　creoit　les　jeunes　et　les　folz・si　en　faisoient　lesdiz　band／tout　aleur　guise　et丘st　on　que　la　joie
dicelle　paix／les　feuz　avau　paris　lepremier　sabmedy　daoust　iiij（c）et　xij／et】epremier　mardy
deseptembre　fut　criee　pmi　paris／atrompectez
44（56）［folio　22v，1．5］
　　Mais　il　fUt　autment　car　il　fUt　mis／es　carrieres　de　not　dame　des　champs　Et　lepenultie／jour　dud
moys　oud　an　vint　leroy　auboys　et　le　duc　debourgongne　aparis　et　allerent　les　bourgoys　au／devant
par　commandement
45（57）［fblio　22v，　L9］
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　　Item　lemardy　xxvij（e）／jour　deseptembre　jour　sainct　cosme　et　sainct　damien　fut／despendu　p
nuyt　dugibet　deparis　jeh　demontagu／jadis　grant　maistre　dostel　duroy　lequel　avoit　eu／1ateste
couppee　pour　ses　demerites　et　fut　porte　a／marcoussis　aux　celestins　lesquelz　il　avoit　fbndez　en
savie
46（58，59）［f61io　22v，　L15］
　　Item　ledimenche　xxiil（e）jour　doctobre／ens　entra　leroy　apar重s　e　fut　faicte　asavenue／laplus
grant　feste　et　joye　du　comun　quon　avoit／veue　passe　avoit　xij　ans　car　petiz　et　grans／bassinoient
et　vint　avecques　leroy　leduc　de／bourbon　et　le　conte　devertus　nepveu　et　plusieurs／auts　et　furent
avec　le　roy　aparis　moult　amez　du／roy　et　du　comun　qui　avoit　grant　joie　de　lapaix／que　on　cuidoit
quilz　tenissent　bonnement　Et　ilz／ne　tendoient　que　a　la　destrucion　du　roy　et　espalmt／delabonne
ville　deparis　et　des　bons　hitans　Et／丘rent（3　caract6res　biiff｛…s）tant　p　Ieur　maulvais　malice　po／
mieulx　venir　aleur　maleureuse　intencion　que　plusis／qui　bonnement　amoient　et　avoient　ame　le
roy　et／leprouffit　comun　furent　du　tout　deleur　malvaise／et　faulce　intencion　comme　lefrere　de　la
royne　de／france　pierre　des　essars　prevost　depris（ou　pas：paris）et　pluss／auts　et　p　espal　ledist
prevost　qui　ce　povait　vent／que　prevost　deparis　puis　cent　ans　devant／（folio　23r）navoit　eu　aussi
gnt　grace　que　led　prevost／avoit　et　duroy　et　ducomun　Mais　si　mal／seporta　quil　covint（convint）
quil　sen　fouist　lui　et　pluss／des　auts　des　plus　grans　come　lefrere　dela／royne　duc　debaviere　leduc
debar　edouart／jacques　de　lariviere　et　plusieurs　auts　chevalrs／et　escuiers　et　fut　en　lafin　defevrier
iiij（c）x刈／et　demoura　lachose　plusieurs　jours　aussi　comme　se　on　les　eust　oubliez
口Uetey］（qui　ce　povait　vent）qui　ce　povoit　venter（en　lafin　defevrier　iiij）en　la丘n　de　f6vrier　mil　iiii
47（60）［folio　23r，　L9］
　　Et　ce　pendant　／　luniversite　qui　moult　amoit　le　roy　et　lecomun／fist　tant　par　grant　diligence　et
grant　sens／quilz　orent　tous　ceulx　par　escript　de　la　mald／et　f加lce　traison　et　lagreigneur　ptie
detous／les　grans　en　estoient　tant　gentilz　q（e）（on　lit　comme）villais／et　quant　luniversite　par
grant　cure　orent／mis（3　caract．　vrais．　est　biff6s）en　escript　espalmens　tous　ceulx　qui／povaient
nuire　Cependant　revindrent　les　dessd／qui　fuiz　sen　estoient　et　丘rent　les　bons　varletz／et
brasserent　ung　mariaige　delafeme　au／conte　de　mortaing　qui　mort　estoit　aufrere／de　laroyne　duc
de　baviere　Et　estoit　le（r）（1eur）maleureuse　intencion　defaire　leurs　nopces　loing　et　de（le　mot
bave　est　efface　par　les　doigts　de　Maciot）／emener　le　roy　pour　estre　maistres　deparis／de　en　faire
toute　leur　voulente　qui　moult　este／malvaise　et　luniversite　qui　tout　savoit　ce　lefist／savoir　auduc
debourg　et　auprevost　des／marechaulx　qui　avoit　nom　andriet　despno（on　lit　despernon）／ne　de
quinquepoit　et　aux　eschevins　Si　firet／tantost　armer　labonne　ville　et　clercs　davantdiz／coe（que）
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paome　et　cass　sen　fUiret　ouchastel　de／saihnt　anthoine　et　la　ce　bouterent　par　fbrce／（fblio　23v）et
frere　de　laroyne　fist　lebon　varlet　et　svoit　le　roy　aussi／come　sil　nen　sceust　riens　et　ne　se　mut
oncques　davec　le　roy
「fuetey］（maistres　deparis　de　en　faire）maistres　de　Paris　et　en　faire（coe　paome　et　cass　sen）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
comme　parurent，　et　ceux　sen（et　la　ce　bouterent）et　la　se　bouterent
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「パリの住人の日記」校注（2）
　　　　　　　堀越孝一
　「パリの住人の日記校注2」は、1411年10月16日の日付を含む21番の記事から、内容から
見て1413年3月に書かれた47番の記事までを解題する。
　1412年5月29日から6月20日まで、戦地に赴いた王の無事を祈願する行列が、連日パリの
街を行く様子を描いた記事群が圧巻である。一日の漏れもなく曜日を列挙していて、「中世
ナチュラリズム」とわたしの批評する中世人の律儀なメンタリティーをよく表している。
　この稿冒頭の記事、21番の記事はいろいろな意味でおもしろい。「土手道でパリ方に襲い
かかり」の「土手道」lachaussee（la　chauss6e）がどこかを知ろうには、当時のパリのモンマ
ルトル門を出たあたりの地形を案じなければならないのはもとより、現在のパリの街路の名
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前に照らし合わせてみる必要がある。考古学ならぬ考現学の手法が有効なわけで、これは日
記を読む上で全般に有効な手法であるといえる。
　また、この記事は、写本のフォリオ16裏の最後の行で終わっているが、最後の数語が
ainsi　advint「アンシ・アヴィン」と、一見唐突な観を与えるところから、テユテイは、この
あとになお続く文章が欠落したものと判断した。そうして、その文章には、まさにこの記事
が書かれた時点で、パリの人たちのあいだで大変な話題に上ったはずの出来事が書かれてい
たに違いないと推理した。これは、しかし、日記を、19世紀のブルジョワ社会の成員の常識
で読み取ろうとする態度を端的に示すものであって、この態度は批判されなければならない。
ainsi　advintはainsi　advint　con　dieu　plaistの省略と見ることができる。当時ふつうのいいまわ
しである。
　キーワード【レザルミナ　行列　歌ミサ（大ミサ）　聖遺物】
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Pari　no　junin　no　nikki：collation　and　annotation（2）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Koichi　HORIKOSHI
　　This　paper　offers　a　collation　and　annotation　of“Pari　no　junin　no　nikki”，　customarily　called　in
French“Journal　d’un　bourgeois　de　Paris”，　from　the　item　21　dated　160ctober　1411　to　the　item　47
written　probably　in　March　1413．　The　items　dated　from　29　May　to　20　June　1412　describe　the
processions　which　go　up　and　down，　day　by　day，　day　and　night　in　the　streets　of　Paris，　praying　to
God　for　the　safety　of　the　king　on　the　battlefield．　These　items　represent　well　the　scrupulous
mentality　of　the　people　of　the　Middle　Ages，　which　I　designate“the　naturalism　of　the　Middle
Ages．”
　　The　item　21　is　very　interesting．　If　one　wants　to　know　where　was“lachaussee”in　the　sentence
“et　vindrent　sur　lachaussee　a　eulx”，　one　has　to　imagine　the　landscape　outside　the　Montmartre
gate　of　the　old　Paris　and　to　check　the　names　of　the　streets　of　the　present　Paris．　We　need　both　the
archaeology　of　old　times　and　of　present　times　in　the　search　of　places　nominated　in　this　journal・
　　This　item　ends　at　the　last　line　of　folio　160f　the　manuscript　with　the　last　words“ainsi　advint”．
It　makes　an　impression　of　suddenness．　Alexandre　Tuetey，　the　editor　of　this　journal　in　the　19th
century，　thought　that　the　author　wrote　more，　and　that　these　words　were　lost　during　the　tradition
of　the　manuscript．　And　he　thought　also　that　one　could　read　there　a　story　of　the　anecdota　of
political　intent　and　in　which　the　parisiens　of　this　tirne　had　the　greatest　interest．　But　it　represents
the　reading　on　a　supposition　according　to　the　common　sense　of　the　bourgeois　society　of　the　19th
century．　One　can　read‘‘ainsi　advint”as　the　abbreviation　of‘‘ainsi　advint　con　dieu　plaist”，　and　this
abbreviation　was　common　at　that　time．
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lesarminaz，　la　procession，　la　grant　messe，　les　sainctes　reliques
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